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令和２年第３回天城町議会定例会議事日程（第１号） 

令和２年９月８日（火曜日）午前10時開議 

 

      開会（開議） 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 諸報告 

      （１） 諸般の報告 

      （２） 行政報告 

      （３） 報告第３号の報告 

○日程第４ 一般質問 

      喜入伊佐男 議員 

      大澤皓一郎 議員 

      奥  好生 議員 

      昇  健児 議員 

      散会 
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号    氏   名      議席番号    氏   名 

    １番  平 岡 寛 次 君      ２番  喜 入 伊佐男 君 

    ３番  吉 村 元 光 君      ４番  奥   好 生 君 

    ５番  昇   健 児 君      ６番  大 澤 皓一郎 君 

    ７番  久 田 高 志 君      ８番  秋 田 浩 平 君 

    ９番  上 岡 義 茂 君     １０番  松 山 善太郎 君 

   １１番  前 田 芳 作 君     １２番  柏 井 洋 一 君 

   １３番  平 山 栄 助 君     １４番  武 田 正 光 君 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 柚 木 洋 佐 君   議会事務局書記 富 山 実 宝 君 

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名     氏   名      職  名    氏   名 

 町 長 森 田 弘 光 君   教 育 長 春   利 正 君 

 教委総務課長 豊 島 靖 広 君   会 計 課 長 上 原 富一郎 君 

 社会教育課長 和 田 智 磯 君   総 務 課 長 祷   清次郎 君 

 くらしと税務課長 岸   恭 聖 君   企画財政課長 福   健吉郎 君 

 けんこう増進課長 碇 本 順 一 君   建 設 課 長 昇   浩 二 君 

 水 道 課 長 張 本 康 二 君   農業委員会事務局長 伊地知 隆 治 君 

 農 政 課 長 山 田 悦 和 君   農地整備課長 大 久 明 浩 君 

 長寿子育て課長 森 田 博 二 君   商工水産観光課長 中   秀 樹 君 

 選挙管理委員会書記長 米 田 俊 朗 君   総務課長補佐 中 村 慶 太 君 
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△ 開会（開議）午前１０時００分 

 

○議長（武田 正光議員）   

 それでは、ただいまから令和２年第３回天城町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、大澤皓一郎君、久田高志

君を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２４日までの１７日間にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（武田 正光議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から９月２４日までの１７日間に決定

をいたしました。 

 

△ 日程第３ 諸報告 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第３、諸報告を行います。 

 初めに、議長より令和２年度第４回臨時会以降、本定例会までの閉会中の諸会合、

並びに諸般の行動等についてご報告行います。 

 議長の動静等について、お手元に配付してありますので、お目通しをいただいて

報告に代えさせていただきます。 
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 次に、本日、議案が町長より１６件提出されました。よって、議案はその件名一

覧表とともにお手元に配付してあります。 

 条例の一部改正、予算の補正、さらには令和元年度決算などがありますが、慎重

にご審議願いたいと思います。 

 次に、天城町監査委員より令和２年８月分までの例月出納検査の結果、適正に処

理されているとの報告がなされています。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 次に、町長から行政報告及び報告第３号、令和元年度健全化判断比率及び資金不

足比率の報告についての申出がありましたので、これを許可します。 

○町長（森田 弘光君）   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、行政報告を行いますが、その前に、まずはこのたびの台風１０号につ

きましては、数十年に一度の勢力を持つ特別警報級であるということで、大変心配

しておりましたが、特に大きな災害が発生することもなく通り過ぎました。安堵し

ているところでございます。 

 特に町民の皆さんが、早めの避難に心がけていただいたことは、今後の台風等に

対処していく上で大きな成果を得ることができたと考えております。町民の皆さん

の早め、早めの行動に感謝を申し上げたいと思います。 

 行政報告でありますが、まず８月１４日、環境省沖縄奄美自然環境事務所・奄美

群島国立公園管理事務所所長が来庁いたしました。内容につきましては、徳之島の

遺産センターについて、徳之島町花徳地区を第一候補として、環境省は考えている

ということでありました。 

 環境省が建物は整備しますが、スタッフ、受付ですとか案内業務の人員について

は、原則、所在市町村が行い、環境省の職員は詰めないということでありました。

徳之島管理事務所につきましては、引き続き天城町に置きたいという報告が、８月

１４日にございました。 

 ８月１８日、天城町障がい者計画・第６期障がい福祉計画・第２期障がい児童計

画の第１回策定委員会が行われました。 

 主なものだけ報告させていただきます。 

 ８月２０日、第３３回２０２０トライアスロンＩＮ徳之島大会実施検討委員会が

行われ、この委員会の中で、第３３回大会は中止ということで決定いたしました。 

 ８月２１日、三反園前鹿児島県知事が来庁され、ご挨拶を頂きました。 

 ８月２４日、天城町Ｂ＆Ｇ海洋センターに舟艇器材が配備されまして、その配備

式が行われました。 
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 ８月２６日、第２回新型コロナウイルス対策に関する情報交換及び意見交換会が

徳之島町でありましたが、これは、私たち３町の行政はもちろんですが、徳之島全

体の医療機関、そして徳之島保健所が一体となった交換会でございました。 

 翌日、８月２７日、徳之島３町長によります新型コロナウイルス対策会議を、天

城町本庁で行いましたが、この中で徳之島闘牛連盟に対しまして、闘牛大会の中止

要請を３町長で文書で行うということを決め、中止要請を行ったところでございま

す。 

 ９月１日から昨日９月７日まで、台風９号及び台風１０号に対して災害警戒、そ

してまた対策本部等を設置して、その対応に当たりました。 

 ９月３日でございますが、鹿児島国体・全国障害者スポーツ大会事務局の総務企

画課長さんが来庁いたしました。鹿児島国体につきましては、２０２３年開催とい

うことで、今、調整中であるということ、また、各競技につきましても、その競技

及び市町村、開催市町村につきまして、そのままスライドするということで現在の

ところ考えているということでございます。 

 以上、私のほうから行政報告を行いました。 

 続きまして、報告第３号、令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告に

ついてご説明申し上げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項

の規定に基づき、監査委員による審査を受けましたので、ご報告いたします。 

 令和元年度決算に基づく本町の数値は、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資

金不足比率においては該当ございません。 

 実質公債費比率は７．８％、将来負担比率は２３．４％となっております。 

 また、意見内容は審査意見書に記載されております。 

 以上、ご報告でございました。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、諸報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 一般質問 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第４、これより一般質問を行います。 

 議席番号２番、喜入伊佐男君の一般質問を許します。喜入議員。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 町民の皆様、おはようございます。 
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 今年も残り４か月となり、新型コロナウイルス、台風９号、１０号と相次いで吹

き荒れました。町民の皆様方には、お体を大事にいたわり、普通の生活に頑張って

いただきたいと思います。 

 令和２年第３回天城町議会定例会に、議長より一般質問の許可が下りましたので、

質問をさせていただきます。 

 質問事項１項目、建設行政について。 

 １点目、要旨、天城中学校から真瀬名川の間の歩道の改良工事の現在の進捗状況

について。 

 ２項目め、新型コロナウイルス対策について。 

 １点目、要旨、観光関連企業への対策はどうなっているのか。 

 ３項目め、天城町町制施行６０周年に向けての取組について。 

 １点目、要旨、事業計画について、ハード面とソフト面についてお聞きします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対して、答弁を求めます。 

 森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、喜入議員のご質問に対してお答えいたします。 

 １点目、建設行政について。 

 天城中学校から真瀬名川の間の県道の改良工事の現在の進捗状況についてはどう

だということでございますが、お答えいたします。 

 ご質問の県道の改良工事につきましては、本町の永年の懸案であり、これまでも

継続して県のほうに要望してきたところでございます。皆様方のご協力により、本

年度より事業が採択されて動き出すこととなりました。 

 鹿児島県によりますと、今年度は測量設計、令和３年度に用地の購入、そして令

和４年度から工事を進めていくという計画であると伺っております。 

 ２点目、新型コロナウイルス対策について。 

 観光関連企業への対策はどうなっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 観光関連企業への対策につきましては、新型コロナウイルス対応の地方創生臨時

交付金を活用し、観光関連企業を含む、町内の商工水産業者に緊急支援金１５万円

の交付をしているところでございます。 

 また、町内において事業の継続を支援していくために、事業用家賃や機材のリー

ス代の支援、併せて宿泊業者に対しましては、事業継続への支援金も予算化して対

応してまいりたいと考えております。 
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 このたびの新型コロナウイルスによる観光関連企業への打撃は、本町でも大変大

きなものがあり、これらの支援金をうまく活用し、事業の継続を支援してまいりた

いと考えております。 

 ３点目、天城町町制施行６０周年に向けての取組について。 

 内容としましては、事業計画、ハード面・ソフト面からということでございます。 

 お答えいたします。 

 昭和３６年１月１日に天城村から天城町へと移行いたしました。来る令和３年

１月１日に町制施行６０周年を迎えるということになります。 

 令和３年秋には記念式典・祝賀会を開催したいと考えておりますが、また、例年

行っております各種イベント等には、「町制施行６０周年」の冠を掲げ、内容面で

も工夫していければと考えております。 

 新たな記念イベントや記念講演などの具体的記念事業につきましては、年内にも

役場内にプロジェクトチームを立ち上げ、その中で検討していきたいと考えており

ます。 

 ただ、ＮＨＫに対しましては、１年前からの要請が必要となりますので、町制施

行６０周年記念の年であるということで、本町でのど自慢、それから、巡回ラジオ

体操、公開上方演芸会等を本町で開催してほしい旨のお願い、要望をしているとこ

ろでございます。 

 以上、喜入議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 喜入議員、引き続いて質疑を続行してください。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 中学校と真瀬名川の間の県道について、以前から議題に取り上げられている天城

中学校と真瀬名川の間の県道についてですが、最近１０年間でも交通事故が多発し

ている地域です。 

 カーブが多く、急勾配の崖など見通しが効かない、また、冬場に遅く帰る生徒が

多く、保護者からも指摘されています。 

 設計に合わせて街灯を歩道側にもう少し増やしていただけないものか、安心、安

全を課長にお願いしたいと思っております。 

 課長、よろしくお願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 今、町長からの答弁もありましたけれども、まずは県の事業であるということで、

我々としては協力を惜しんでいくつもりはございません。 
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 現在のその未改良区間、延長が８６０ｍほどございます。この区間の、これから

設計に入るわけですが、その中で延長、多少なりとも変更はあると思いますが、今

の状況で８６０ｍほどあるということでございます。 

 その設計の内容というのは、我々にも伝わってきませんが、両側の道が完成して

いるわけですから幅員等拡幅、あるいは歩道の設置、橋梁の架け替え等、計画して

いるものと考えております。 

 天城町の中で、やっぱり県道の中で、一つ問題地区であったわけですが、やっと

県がスタートしていただきましたと考えております。 

 この後については、設計書に基づき、関係者への説明あるいは用地幅杭等の設置、

用地測量等を済ませて関係者との協議と、こういう作業が続いていくものと思って

おります。その後、工事着工ということになろうかと考えておりまして、県の言う

ように、３年度には用地交渉、４年度から工事着工となるのではないかというふう

に考えております。 

 我々も、県の建設課と協議しながら、天城町の皆さん方からの要望を、ぜひ組み

込んだ形での道路にできればなというふうには考えております。 

○町長（森田 弘光君）   

 一点だけ付け加えさせていただきたいと思います。 

 天城中学校から真瀬名橋ということがありますが、もう一つ南のほうに郵便局の

ところがありまして、犬の門蓋に行くところがありますよね。あそこが、今、未改

良ということでボトルネックって、私たち言葉で呼んでいますけれど、あのボトル

ネックになっております。 

 非常に短い区間ですので、向こう一つの事業として捉えるのは大変じゃない、難

しいんではないかということで、その天城中学校から真瀬名までの事業の中に、そ

の、今、ボトルネックになっている部分を一つの事業として取り組んでほしいとい

うことで、私のほうから、ずっと県の本庁、そして大島支庁のほうにもお願いし、

去る８月２１日には、大島支庁の土木部長の方が見えまして、徳之島でのいろんな

県道とか含めて土木事業連絡会というのを開催しましたが、その中でも、その区間

についても一つの事業として入れてほしいということでありました。 

 また、当然、そこには地権者がいらっしゃいますので、地権者が了としないと、

また仕事が始まらないことでありますけれど、私たちとしましても、地権者といろ

んな形で交渉しながら、併せて進めていきたいなと思っております。 

 それから、今、議員のおっしゃっている、いわゆる街灯については、ちょっと私

のほうからはお話ししたことがありませんでしたので、また、今、昇建設課長のお

話のように、これからその具体化をしていくというか、設計してしまうと、また、
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ちょっと後でどうのこうのってなってしまいますので、なるべく早くそういった地

域の要望というものも、しっかり伝えていければと思っています。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 長年、私の思いとしましては、兼久の真ん中にある食堂のところもそうですけど、

まず子供たちのことを考えますと、やっぱり中学校の門のところで、結構、道幅が

狭いもので、そっから始めて、そして取りあえず真瀬名の、その総延長の８００ｍ

の距離を設計していくんだけれども、そこで用地買収をでき得るところからしてい

ったらどんなものかなと思っております。 

 中学校側のほうから、あそこが一番、いろんな方面で見通しが効かない、また子

供にも、よく雨の日は車を乗り降り、親が送り迎えをして、そこの三叉路のところ

で降ろしたりしているもんですから、やっぱり危ないなという危険性も感じており

ます。 

 今年はもう、課長、知事も新知事になられましたので、課長も県に上られるとき

には、ぜひとも設計と用地はともかくとして、工事を一年でも早く進めていただけ

るように、知事に要請して、早い時期に２年、３年といわず、半年ぐらい縮めてい

ただけるように要請して、知事にお願いできないものかと、こう思っております。 

 これは続報ですけど、馬にもじゃじゃ馬と勝ち馬と桂馬という３種類の馬がいま

すので、ここをなるべく、課長ともどもに一緒の馬に乗っているんじゃないかなと

私は思っておるんですけど、ここで馬力を、知事に馬力をお願いして、強い言葉で

要請していっていただけないものかと思っております。 

 これで、１項目めの質問を終わらせていただきます。 

 課長、何か一言あれば。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 私が直接、知事の下へは行けませんが、町長なり皆さんの代表なりが、要請して

いただければというふうに考えております。 

 県の計画の中では、総事業費が８億円ぐらい見込んでおりまして、期間としては

令和２年から８年までというふうな考えで進めていくというふうに聞いております。 

 その中で、議員がおっしゃるように短期的、工事期間が短くなる可能性もありま

すので、そこら辺は県とまたお話をしながら、議員のおっしゃるような要望等を、

また県のほうに要望を上げながら計画していっていただきたいというふうには考え

ております。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 工事を早く進めていただけるものと思っております。 
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 それでは次に、２項目めの関連企業への対策はどうなっているのか、観光関連企

業や飲食企業が大変な状況です。天城町内にある民宿、ホテル、国の給付金を申請

しても焼け石に水の状態です。町としての対策、ＡＹＴを通して全町民に対して商

工水産観光課長の取組をお聞かせください。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 観光関連企業の対策についてお答えいたします。 

 先ほど、町長の答弁にもありましたが、第一弾で新型コロナウイルス対応地方創

生臨時交付金を活用し、緊急支援金１５万円の交付を行っております。 

 申請等につきましては、一応、今、進めているところではありますが、できれば

今月いっぱいに、一回締め切りをさせていただきたいと考えております。 

 また、第４号補正で中小企業・個人事業主事業継続支援事業として、新型コロナ

ウイルス感染症拡大により特に大きな影響を受けている中小企業、個人事業主を対

象に、町内の事業の継続を支援するために事業用の賃借をしている店舗、事務所な

どの家賃の支援、また、事業用機材のリースを契約をして借用している企業主さん

がおられると思いますが、それも対象に支援金を交付をしていきたいというふうに

考えております。 

 また、宿泊業者につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行動自粛

等の影響により、経済的打撃を受け減少となっている宿泊業者に対し、事業継続支

援金を交付を、今、要項作成をしている最中ではあります。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 今、ＡＹＴを見ていらっしゃる町民の事業者の皆様方も、今の町の課長の答弁で、

少しは力強いお言葉をもらえたのかなと思っております。 

 また、事業者の方々も、大いに庁舎、役場に来ていらして、交付金の事業を申請

をしていってもらいたい。そして、来年のトライアスロンは、もう確実にできるも

のと思っておりますので、それまで、事業が淘汰できないように頑張っていただき

たいと、かように思っております。 

 コロナ関係は、これで終わります。 

 ３点目、天城町６０周年に向けての取組について。 

 事業計画について、ハード面とソフト面。 

 早いもので、昭和３５年１２月１６日、県議会の議決を得て、我が天城町が天城

村から天城町に移行となって、来年で６０周年になります。時代の節目に議員の立

場にあることにうれしく思っております。 

 記念事業の青写真を図っていると思います。現在、どのような取組をされている
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のか、これは、まずハード面のほうをお聞きしたいと思います。企画課長、よろし

くお願いします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほど、町長の冒頭の答弁でもございましたが、ハード事業、施設整備等につい

ては、その６０周年を記念したハード整備は、今のところ考えておりません。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 来年の話をすれば鬼が笑うと、よく言われておりますけれども、しかしながら、

国、県、町、半年、１年先の事業を見据えて計画していく、ハード面は私の思って

いるハード面とは、箱物、与名間分校建て替え、そして西阿木名小中学校建て替え、

これは、今、この点については、どう計画はされているかとお聞きしたいのですが。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今、現行の町振興計画が令和２年度までということで、また令和３年度から天城

町の町振興計画がスタートしていきます。その中で、今現在、各課のほうに、今後

１０年間のハード事業、そういったものを提出するように指示出しております。 

 その中で、当然、喜入議員がおっしゃいました与名間分校ですとか西阿木名小学

校、また給食センターなど、保育所も含めて、そういった施設整備がなされるもの

かと思っております。 

 そういった事業が出てくると想定して、それを１０年間の中で建設可能な年度で

振り分けるという作業が、これから半年ほどかけて、そういった作業を実施してい

きたいというふうに考えております。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 １０年先を見据えた事業計画、これは私たち、一個人としましては、１０年とい

うのはちょっと長いような感じもしますが、国としての事業計画の中に取り組んで

予算を確保する。それは、もう妥当だと私は思っております。 

 これを、今から子供が増えると想定しまして、学校の規模的なものもありますし、

大きくするのか、また今現在の平米で建て替えていくのか、そこはまだ定かではな

いと思います。 

 これを一刻も早く、未来の子供たちの学校教育面の場所として、また給食セン

ター、調理の風通しのよい涼しいところで調理をしていただくという面も考えまし

て、これを来年、事業計画に盛り込んでいただけないものかと思って質問しました。 

 では、ハード面は以上、これでよろしいのかなと思って、あとソフト面、子供、

社会教育関係の面で、ソフト面の、課長、社会教育課長、和田課長より、お願いし
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ます。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 社会教育課といたしましては、来年度２０２１年の４月から１０月に行われます

２０２１年度巡回ラジオ体操、みんなの体操会の中の夏季巡回ラジオ体操というも

のに、ちょっと昨日、７日の日に申請を出してあります。 

 これは何かと申しますと、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟、日本放送協会ＮＨＫ

及び株式会社かんぽ生命保険の３者共同で行われるもので、そこに申請を出してお

ります。 

 採択の際は、町民の皆様の健康増進、コミュニティーの活性化を図りながら、町

のお祝いをしていけたらなと思っております。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 なかなかいい事業計画をなされていると思います。この巡回ラジオ体操というの

は、ラジオ体操、朝６時半につけましたら、各県が、地方が、県の持ち回りが違っ

ているんです。だから、ここはもう、なかなかいいアイデアだなと思って、そこを

天城町にラジオ体操計画、それを持ってこれないかと、なかなかいいアイデアだと

思っております。 

 次、総務課長。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 教育委員会総務課としましては、各小中学校の児童生徒を対象としました図画や

作文等のコンクールを計画してまいります。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 小中学校に対しまして図画の作成。図画は、県のレベルでいいますと、天城町の

図画のあれは、なかなかいい入選をされている子供も中にはおります。これはもう、

一芸に秀でた才能を表に出す、いい計画と思います。これ、大いに。 

 図画は１つの色で統一するのが、すごくいい図画の書き方と、私は学生の頃、先

生から聞いたことがあります。 

 なかなかこういう図画というのは、田中一村みたいに、ああいう並外れた一芸が

秀でるような人材が、天城町のほうにもいらっしゃる、能力を持っている方がいら

っしゃると思いますので、そこを何とか表に引き出して、学校関係の教員の先生の

皆様、ご努力なされていただきたいと思います。 

 ソフト面の最後の締めとしまして、教育長の最後で締めたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 
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○教育長（春 利正君）   

 お答えをいたします。この町制施行６０周年記念活動等を通しまして、天城町の

良さとか素晴らしさ、これを子供たちが再認識するよい機会であると考えておりま

す。 

 その中で、先ほど、社会教育課長、そしてまた教育総務課長から答弁がありまし

たような活動、それにまた付け加えまして、やはり子供たちに天城町の町章、それ

から町民の歌、こういったことも指導を通しながら、学校の理解と協力を得ながら、

子供たちの郷土教育につなげていけたらと思っております。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 教育長、温かい言葉、またこれから子供たちを、より、教育のパーセントで平均

値に持っていくというのは、すごく難しいものだと、私自身はそう思っております。

飛び抜けた生徒もいらっしゃる中で平均へ持っていく、なかなかこう、県のほうか

らもそういう方向で指導を頂いていると思いますけれども、一生懸命、子供たちを、

国の人材の力になっていただくような子供を教育していただける。 

 それ、ちょっと来年６０周年で、その３０年前は寿洋一郎氏町制のときが３０年

前、６０周年、来年終えて、９０周年、そのときは、私はいるかいないか、９４歳

の年になりますけれども、それまで杖をつきながら、町民の皆様を見守っていき、

子供たちの力になっていきたいと思っておりますので、執行部の皆様も９０周年に

向けて、また頑張って、ともに頑張っていきましょう。 

 じゃあ、これで私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、喜入伊佐男君の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号６番、大澤皓一郎君の一般質問を許します。大澤議員。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 強い台風１０号は、特別警戒級の勢力まで発達し奄美地方に接近するということ

で、町民も大変心配していましたが、幸いにして少しずれた感がし安堵しました。

農作物は、少なからず被害を被ったことでしょう。お見舞い申し上げます。どうか

元気を出して、頑張ってもらいたいものです。 

 避難所では、役場の若い職員が、かいがいしく昼夜を問わず張りついて、お世話

をしておりました。本当にご苦労さまでした。避難所の開設には、防災センターと

体育館では、雲泥の差が大きく、もう少し配慮が必要であると住民から訴えられる

こともありました。今後検討してもらいたいと思います。 

 さて、天城町消防団、上岡団長の消防長官表彰の功労章の伝達式が、７月２２日、

役場でありました。このとおりです。「消防団員３１年、団長１１年目におよぶ消
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防功労をたたえ祝福。上岡団長は、内助の功で支え部下（第３分団班長）でもある

妻節子さんとともに使命感を新たにした。」との新聞報道がありました。 

 上岡団長は、頑強な体力と勇気、実直で正義感があり、ユーモアを持ち合わせた

統率力のある団長で、７６名の団員とともに、本町の災害の防除と消防の強化に努

めてくださいますようお願いをし、今回のすばらしい受賞に町民こぞって称賛しま

しょう。今後、消防人として活躍を期待します。 

 通告しました質問を行います。 

 １項目め、創生天城について。 

 １点目、浅間湾屋洞窟ウンブキの開発は考えられないか。側面からトンネルを掘

り、スロープで中に入り、見学できるような方法。 

 ２点目、国勢調査について、どのような手順で取組を行っているのか。 

 ３点目、天城町組織・機構再編と職員の配置について。 

 ２項目め、農地整備行政について。 

 １点目、町営畑地帯総合整備事業の畑地かんがい施設整備の進捗率と今後どのよ

うな対策を行うのか。 

 ３項目め、水産振興について。 

 廃漁船の有効利用や処理費用の支援はできないか。 

 ４項目め、建設行政について。 

 １点目、前野・岡前横断線改築事業、舗装修繕事業の瀬滝・三京線、橋梁補修事

業の形状と進捗状況と、どのような工程で完成させるのか。 

 以上、質問いたします。実効性のある明快な答弁を求めます。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、大澤議員のご質問にお答えいたします。 

 創生天城について、その１点目、天城町湾屋洞窟、通称ウンブキの開発は考えら

れないか。側面からトンネルを掘り、スロープで中に入り、見学ができるような方

法とか考えられないかということでございます。 

 お答えいたします。浅間湾屋にありますウンブキにつきましては、日本全国から

高い注目を集めております。しかしながらその全貌については、まだまだ明らかに

なっておりません。今後はその全貌の究明に努めるとともに、併せて観光地整備を

進めていきたいということで、その事業化等についても積極的に取り組んでいきた

いと考えております。 

 創生天城について、その２点目、国勢調査についてどのような手順で取組を行っ
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ているかということでございます。 

 お答えいたします。令和２年国勢調査は１００年目の節目を迎え、統計法で定め

られた基本統計の中で最も重要な統計調査でございます。本町では５月２５日に令

和２年国勢調査天城町実施本部を設置したところであります。そして１０月１日を

その調査の基準日とすることから、まず指導員・調査員説明会を９月４日と９日に

かけて開催いたします。その後、９月１４日から１０月にかけて調査員が順次それ

ぞれの世帯を訪問し、調査票の配付、そして聞き取り調査を行います。 

 冒頭でも申し上げましたが、国勢調査は、今後５年間、地方交付税の算定基礎や

福祉行政、交通政策などの基礎数値となる大変重要な調査でございます。正確な調

査に努めることはもちろんでございます。町民の皆様のご理解・ご協力をお願いす

るところでございます。 

 創生天城について、その３点目、天城町組織・機構再編と職員の配置についてと

いうことでございます。 

 お答えいたします。天城町組織・機構再編につきましては、本年度４月１日より

その第１弾として、これまで懸案でございました保健福祉課を長寿子育て課とけん

こう増進課のほうに分け、また税務課と町民生活課を統合することで窓口の一本化

を図る。併せて総務課と企画課の事務移管、ふるさと創生室の新設を行ったところ

でございます。現在までのところ、スムーズな行政運営が行われていると認識して

おります。 

 さらに、新たな行政課題と町民の多様なニーズに対応する行政サービスを展開す

るために、第２弾としての組織・機構の再編を現在検討しているところでございま

す。 

 職員の配置につきましては、行政需要に対応する適正な職員の配置に努めている

ところでございます。 

 大きな２点目、農地整備行政について、その１、県営畑地帯総合整備事業の畑地

かんがい施設整備の進捗率と今後どのような対策を行うのかということでございま

す。 

 お答えいたします。県営畑地帯総合整備事業の畑地かんがい施設整備の進捗率は

本町現在２３．９％でございます。令和３年度以降、圃場内配管を進めていく地区

もございますが、いよいよ事業完了予定地区も出てまいりますので、これらに合わ

せて進捗率も伸びていくものと考えております。今後より一層、農家の皆様への加

入促進に努めてまいりたいと考えております。 

 大きな３点目、水産振興について、その１、廃漁船の有効利用やその処理費用の

支援はできないかということでございます。 
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 お答えいたします。廃漁船につきましては、水産庁のほうで廃船となったＦＲＰ

製の漁船を魚礁として適切に活用するために必要な技術的な項目ですとか手順、配

慮等を取りまとめたＦＲＰ沈船魚礁化ガイドラインが定められております。それら

を参考にしながらＦＲＰ漁船の魚礁への有効活用については、国・県とも協議しな

がら事業化に進めてまいりたいと考えております。 

 大きな４点目、建設行政について、その１、前野・岡前横断線改築事業、舗装修

繕事業の瀬滝・三京線、橋梁補修事業の形状と進捗状況とどのような工程で完成し

ていくのかということでございます。 

 お答えいたします。前野・岡前横断線改築事業につきましては、令和２年度、今

年度に測量設計、来年度から工事発注予定となっております。 

 瀬滝・三京線の舗装修繕事業につきましては、既に事業発注済みであります。年

内には完成する見込みでございます。 

 橋梁の補修事業につきましては、令和２年、今年度は石川橋を計画しており、現

在設計をしているところでございます。 

 以上、大きな４点、大澤議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 コロナの関係で議場の換気なども必要でございますので、しばらく休憩します。

１１時１０分に再開します。 

休憩 午前１０時５７分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 大澤議員、質問を続けてください。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 創生天城とは、新たに創りだすことでありまして、この質問をしているわけであ

ります。ウンブキは７千年前の土器が出たということで、非常に先ほど町長も話を

されましたけど、非常に貴重な場所でありまして、これをなんとか今の技術で横か

らトンネルを掘って、一般の人にも見せるような方法ができないかという、これは

５年後でもいいし１０年後でもいいという、これは私の考えであります。そういっ

たことを頭に置いてやっていけたらと考えております。 

 課長、これ水中探検家がよく潜っているようですけど、この水中探検家が発見し

た関係、どういうふうにしてこっちに来たとか、何回ぐらい潜っておるとか、そう

いうことをちょっとアピールしてみてください。 
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○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 先ほど、水中探検家広部さんになりますが、ウンブキの調査については、

２０１８年平成３０年９月から調査を開始して、今年７月も調査のためにウンブキ

の中に潜って、１５回目を数えております。 

 先ほど、町長のほうの答弁からもありました、全国的に注目をあびているという

ことで、日本テレビの報道ステーションにおいて昨年は２回、放送をされておりま

す。また、ＢＳ朝日のほうも再放送しております。今年７月にウンブキの中から発

見された土器に特化した放送があり、これでまた一躍日本全国から注目をあびるこ

とになりました。 

 ちょっと土器について、簡単に説明をさせていただきます。 

 土器については、ウンブキの入口から奥、奥におよそ７０ｍの進んだ地点で発見

されており、その地点の水深は約２５ｍから３０ｍとなっております。今回、ウン

ブキの内部より回収された土器について調査をして、その結果、この土器がおよそ

１万１千７００年前から７千４００年前の間に製作されたという結果が得られまし

た。それについて今年７月に放送決定をし、全国的にＰＲをさせていただいたとこ

ろになります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 世界的にも有名なメキシコのセノーテにも負けないと言われているような海底洞

窟だそうであります。日本でも最大級という新聞報道もなされておりますが、これ

非常に西阿木名の下原の遺跡と同じころだということで、そのままそばに近寄れな

いということは非常に残念なことでありまして、映像で見るだけでありますが、将

来、先ほども言ったように１０年後あたりで、横穴を通していって、最近では水族

館を想像してください。アクアでジンベイザメ等が泳いでおる姿も下から見えるよ

うな感じがありますね。そういったことで、一部分で結構ですのでそういった構想

もこれから持って１０年後ぐらいはこういうのも見れるようなことをすれば、もっ

と観光客が増えたり、子供たちの古代に思いをはせるというんですか、そういうこ

とも子供たちの学習にも役立つと思うんですが、そういったことでぜひ、ここあた

り。これからも、もっと調査する予定があるんですか。ちょっとそこだけお願いし

ます。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 まだ、最終の出口といいますか、まだ見つかっておりません。まだ枝分かれをし

ている状態になっているというふうに報告を受けておりますので、今後もまた調査
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を進めていく予定であります。 

 あそこのウンブキにつきましては、平成２３年度、２４年度において浅間湾屋洞

窟観光地連携整備事業で今の施設を整備をさせていただきました。今後もその環境

保全等の観点から、できれば条例を作ってあそこの保全に商工水産観光課としては

努めていきたいというふうに考えております。 

 済いません、先ほどテレビ局ですね、朝日テレビでした、申し訳ございません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 先ほど町長から話がありましたけど、町長、これ世界的にも有名なものになると

考えておりますけど、今、私が言ったそういう、なんかと下にもぐっていってでき

るような構想、１０年後でもいいし、１５年後でもいい、そういうふうな発想を持

って事業を展開していくような考えはないでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 大澤議員と同じような形で非常に、ウンブキがあるということ、そしてまた私た

ちがルーツとしてつながっている、私たちの祖先の方々がそこで生活をしていた可

能性があるということで、非常にわくわくしております。そういう中で、ただ私た

ち、陸上に生活するものにとってそこは体験できないというのが、もうどうしても

はがいいところがありますので、何らかの醍醐味というかすばらしさを体験できる

ような形でできないものかということで思って、大澤議員と同じようなことも考え

ております。 

 また、すぐできるということでいけば、先ほど水族館という話がありましたけれ

ども、あれをバーチャルで、３６０度の動画を撮って、例えばプラネタリウムです

か、ああいう形で、私たちが陸上にいながらその天井にウンブキの中の状況が映し

出されるような、そういったものができないかということなども、今、考えて事業

化できないかということで、このお話については鹿児島県の離島振興課のほうにも

お話をして、すごいねというところで今、終わっていますけれども、そういったこ

とを含めて、やはり陸上に住む人間があそこの中に入るということはもう物理的に

できませんので、そこの素晴らしさというものを、私たちまずは島民、そして観光

客の皆さん方にも実感できるような施設を作れないものかということ、そして将来

的にはいわゆる水族館のドームといいますか、水族館の下を今人が通って、その上

のほうでサメとかカメとかいろんな海の生物が泳いでいますので、そういったこと

が体験できるようなことというのは、将来の私たちの子供たちのためにも、ぜひ何

か実現できればというふうに思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   
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 今、町長からすばらしい計画が、構想の話を受けました。そういったことで、ぜ

ひこれを創生局と新しく作るということですので、ぜひ何年後かに実現できるよう

に頑張ってもらいたいと思います。いろいろ、探検家などを聞きながら、ぜひ、ま

た県やいろんな人から情報を集めて、ぜひこういったことを子供たちも体験できる

ような、昔の生活、こういうことをしていたんだということを見てもらうようなこ

とのできるような、このウンブキにしてもらいたいと考えております。 

 そういったことをできるように要望して、この質問は終わりたいと思います。ぜ

ひ、課長、町長みんなで取り組んで実現していこうではありませんか。我々も議会

として応援していきたいと考えております。ぜひ、実現の方向に持っていきましょ

う。 

 続いて、先ほど国勢調査のことについて先ほどから話が出てますけど、課長、さ

っきは町長から大まかな段取りが聞けたんですけど、詳しくちょっとこういう日程

で何月から動いていますよというふうなタイムスケジュールをちょっと教えてくだ

さい。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほど、町長の答弁の中にも５月２５日に令和２年国勢調査天城町実施本部を設

置したという報告をさせていただきました。その後、担当のほうとまた総務省統計

局、また県を通じていろんな下準備、調査票の枚数ですとか、あと懸垂幕やら横断

幕については、本日町内に４本設置いたします。 

 そういう中で、下準備は当然ずっと行ってきたところですが、調査員と指導員の

選定がなされまして、その説明会を当初９月の１日、２日ということで予定してお

りましたが、台風の関係がありまして、９月の４日金曜日と明日９日行うというこ

とになっております。そのような今、現在までの段取りであります。 

 今後、９月１４日からインターネット回答が始まりますので、それまでには全戸

回って、９月１４日間に合うかどうか分かりませんが、９月いっぱいで全戸を回り

まして、調査票の配布、また本来は配布という形でありますが、今現状の世帯等の

状況を見ますと、その中でもし世帯の方がいらして、その中で聞きとり調査できる

んであれば、その中で聞きとり調査をして調査票に記入していくということもオッ

ケーですということを伝えたところです。 

 今後、最終的には１１月１６日までに全ての調査票を整えて提出するという段取

りになっております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これ少しＰＲが足りないんじゃないかと、私、感じることであります。ほかの町
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村は６月ごろに立ち上げたりして、あと奄美と知名町です。立ち上げて看板を立て

たりしていますが、そうしたり、チラシを配布するとか全戸に入れたとか、本町は

ＡＹＴがありますので、そこあたりを利用してこういうのがありますよというのを、

今、入れていますか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 前回の広報紙、広報あまぎのほうにも国勢調査の情報は掲載したところでありま

す。ちょうど遅いのかもしれませんけれども、今日、懸垂幕と横断幕を設置いたし

ます。さらに、今週中からマイク放送を通じて放送もかける予定でいます。そうい

う中では、１０月１日が基準日、調整日となっておりますので、相応のタイミング

ではないかというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 なかなか、広報を読む人もおるし、なかなか目につきにくいので、ポスターを作

って、例えばＡコープとか買い物をするところとか、ああいうのに貼っていくとか、

そういったのも必要でないかと思ったり。そっちは放送も入れるべきだろうと思い

ますが、やっぱり目に見えるように、人が集まる場所にＡ３ぐらいの大きいのでち

ょっと、何月何日というようなことをやってもらえばありがたいわけですけど。 

 それと、インターネットの回答とそれともう一つは、これお宅からもらった資料

によると、そこに調査票をポストに入れておきなさいというようなことも書いてあ

りますけど、果たしてそれでいいのかどうかというのに私、疑問をちょっと感じた

んですけど。インターネットのやり方、それから郵便受けに入れておきなさいとい

うような、こういうふうに書いてあるのもありますが、ここあたり調査員がおるか

ら、今までと違った方法ですので、そこあたりのことをお願いします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほどのポスターについては、総務省のほうからそのポスターが届いております

ので、これについては早急に掲載したいと思っております。今回、インターネット

回答も始まります。これについては初めてのことでございますが、そのためにはま

ず必要な、ログイン情報ですとかそういった番号が必要になります。ログインＩＤ

とアクセスキーを入力ということで、ちょっと煩わしいというかそういう感じもい

たします。そういう中で、総務省の調査員への指示といたしましては、９月１４日

から９月２０日までに配布という総務省からの指示ですが、９月４日の説明会の中

で、私もその辺についてはちょっと、ただ高齢世帯配布するだけでさて記入してい

ただいて、回収日に行った際に記入がされているかどうかというのもちょっと危惧
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いたしまして、その配布するときにいらっしゃればそこでもう聞きとり調査を行う

ということもやっていいんではないですかということで、調査員には伝えたところ

です。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 本町、高齢者の人口が多くて、インターネットつなぐのにもお金かかるし、役場

の人だったらつないでばんばんできると思うんですけど、やっぱり基本的な調査員

が訪問して、今、課長が言ったように聞きとりをするというふうなことのほうが、

回収ができると思います。 

 世帯に関する１５項目、あとは世帯に関する項目が４項目とかいろいろあるんで

すけど、記載漏れ等もあるし、やっぱりそこで聞きとりをしてしっかりと漏れのな

いように、これ大事な調査でありまして、この数字で将来の５年間のいろんなもの

にやっていきますし、交付税の対象にもなっていきますのでぜひ、住民票がない人

もおります、天城町に実際、それで住んでいる人もおりますので、そこあたり１人

でもとにかく漏れのないような調査の方法をぜひ、心がけるように指導員のほうや

調査員にぜひ、要請をしてもらいたいと思います。 

 これ１０月８日から２０日まで回収、調査票回答が、調査票は紙は７日までです

か、１０月。１０月８日から２０日というのは、これは。２回ある、調査票での回

答期限、提出の願いというのがあるんですけど。ここあたりも周知徹底どうなのか。

インターネットが７日まで、調査票が２０日までというふうな感じですけど、これ

でよろしいですか。ちょっと町民のほうにアピールをしておいてください。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほど来、インターネット回答という回答の仕方もありますということを言って

おります。私も実際にその調査票の中身について、自分で自分の世帯のものを頭で

描きながらやりました。先ほど議員がおっしゃいました世帯に関する項目が１５項

目、あと世帯、その家とか、そういったことに関するものが４項目と、１９項目の

調査であります。大体、２人ぐらいの世帯であれば、分かっている人は５分から

１０分くらいで回答できます。 

 そういう中で、インターネット回答もこれは若い世帯で慣れている方々は、ぜひ

インターネット回答も活用していただきたいと思いますが、先ほど言いましたよう

に、調査内容も１９項目と少ない項目ですので、ぜひ紙媒体で提出も検討していた

だきたいというふうに思っております。 

 それと、先ほど懸垂幕のお話ししましたが、本日午前中、懸垂幕のほうはもう設

置したということでございます。 
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○６番（大澹 皓一郎議員）   

 以上、いろんな漏れがないような、そういうふうな紙回答でできればやったら慣

れておるし、いいと思いますが。 

 もう一点だけ。私、１５年ぐらい前にある住民から、うちに国勢調査来なかった

よと。町民、調査員が慣れて知っておるので、その家のやつを自分で書いてしまっ

たと、後で僕は来なかったというもので聞いてみたんです、調査員を聞いて。だか

らそういうことのないように、必ず訪問をして、必ず面接をしてやるような指導を

ぜひ、徹底してください。これは１人でも漏らすと、やっぱり町、マイナスという

のは交付税に対してマイナスになっていきますので、ぜひ、隅から隅まで気配りを

して、ぜひ訪問をして、必ず対面式でやってもらいたいと思いますが、ここらあた

りの指導をどう考えていますか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 議員がおっしゃるような、そのようなことがあってはならないというふうに思っ

ております。調査員には、その配布の際にもし面会できれば調査を行ってもいいと

いうことを伝えていますし、また不在の家に調査票を置く際には、必ず自分の電話

番号そういったものもしっかりと書いて、置いておくようにということも伝えてあ

ります。どうしても、なかなか面会、連絡取れないという場合があろうかと思いま

す。そういったときは、何回か訪問するなり、また隣の人に聞いたりして、本来は

その本人と直接電話なりで調査できるのが一番可能かと思っていますので、ぜひそ

の辺については自分の判断で調査するのではなく、そういったケースがあればこち

らのほう役場なり、指導員、こういった人に相談してくれということでお伝えして

あります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ちなみに指導員と調査員、何名ぐらいですか。 

 それとまた、これで最後ですので、ぜひそういったことを強く要望して、対面式

でやると。自分の思いで電話でとかじゃなくて、ぜひ、面接してやってもらうよう

に要請をして終わりますが、その指導員と。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 指導員につきましては５名、これは役場職員で過去にその統計調査を担当した職

員を５名、指導員として充てております。調査員ですが、７、８名ぐらいが外部、

外部と言いますか役場ＯＢの方々を充てておりまして、総勢調査員が３４名という

ことでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   
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 大変な貴重な調査で統計調査でありますので、慎重に取り扱ってもらいたいと思

います。そういうことを要請して、この質問を終わらせていただきます。とにかく

これ、大事な大事な調査でありますので、そこらあたりを調査員や指導員に十分に

理解をしてもらって、頑張ってもらいたいと思います。要請をしまして、この質問

は終わらせていただきます。 

 町長、何かないですか。これに対して。 

○町長（森田 弘光君）   

 冒頭申し上げました国勢調査、国の統計法という法律があって統計、農林業セン

サスとか商工業統計といろんな統計調査が、１００を下回らないと私は思っており

ます。 

 その中で国勢調査というのは、指定統計第１号ということで、国の調査の基本中

の基本であります。やはり、ここでしっかりと天城町の今の実態というものを把握

し、これからの私たちの向こう５年間の町の運営、そしてまた財政にもしっかりと

反映していきますので、今回の国勢調査についてはより正確を期するということが

大事で、遺漏、脱漏等のないようにはしっかりと私たち、対策を実施本部も作って

おりますので、その中でもしっかりと対応をしていきたいと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長がしっかりと対応していきたいということでありますので、そういったこと

をまた要請をしまして、次の質問にいきます。 

 ３点目、天城町組織・機構再編と職員の配置についてでありますが、非常に第

１回目は３回ぐらい会合して、ちょっと税務課と町民課、くらしと税務課というふ

うに変わりました。 

 次に、保健衛生課がこれ初代だったんですが、これも２つに変わりまして非常に

分かりやすくなったんですが、町民としては非常に、町民でも、我々でもこれ電話

がかけにくいし、非常にどこに相談していいか分かりません。第２弾が、まず最初、

こう言ったのを覚えていますか、皆さん。何々課がどういったことを簡単に書いて

ありまして、こう書いてあります。これ第２弾が終わりましたら、こういったのを

裏表でぜひ出してもらいたいと思います。 

 それまでに、手作りで結構です。こういったのも出ています。これ印刷すれば、

輪転機でやれて、区長会で流せば簡単に済むわけですので、各課ごと少し何かこう

いったものぐらいにして、両面にして出してもらえれば、厚い紙に。町民が何かこ

れであったのかなと。今、我々ですらちょっと、これを見ないと電話がかけづらい。

今、電話も非常にこの座席表も組織配置図をもらっておるんですけど、小さくて一

般の人は見えないという話も出ていますし、電話がかけられないよという話をよく
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聞きます。そういったことで、こういったことにも注意して、とりあえず今の段階

でこういったのを簡単に作って、区長会で配ることができないでしょうか、総務課

長。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 今年度４月より組織の機構再編を行いました。この目的は町民サービスのスピー

ド化と適正化であります。今、議員がおっしゃいましたことは大変重要なことであ

ると感じておりますので、今年度、第２弾を現在、案を考えているところでありま

すが、第１弾につきまして早速そのように、町民の皆様方に配布をできるような形

で作成をしたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、要望しておきます。 

 第２弾をまたやるという話ですけど、これ第１弾やったときに、僕は分けたのは

すごくいいことだと思っておりますが、すごく早急すぎたんじゃないかと思う、た

った２回ぐらいの、３回ぐらいの会合でこういうふうに分けてしまって、もう仕事

が多いところはすごく多くなってきました。そういうことを言うと大変あれですけ

ど、これを取り扱った課が非常に職員は多いし、任用職員も５、６名おるし、そう

いうひずみがあるような感じがします。やっぱり一般も入れて、ちょっと組織を作

って、一般も入れたり、議会も入れたりして、議論をしてもらいたいと考えており

ます。 

 それと、特にこれから教育委員会のほうにいろいろと、外部部局のほうにもいく

と思うんですけど、そこあたり非常に私たち、下界のほうからも、やっぱり教育文

化の町振興のために、職員の有資格者とかちゃんとした責任を持てる人も配置する

とか。あまりにも職員が多いというような感じも受けるし、ちゃんとした責任を持

てるような人の配置、そこあたりも考えていくべきじゃないかなと思います。 

 それとまた、あちこちに職員が分散しています。ここあたりもやっぱり検討課題

じゃないかと思っておりますが、そこのあたりどう考えていますか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 限られた予算を最大限に活用しながら効果を発揮していかなければいけないと、

認識をしております。マンパワーの問題もしかりでありますし、適正な人員配置に

ついてもそのように考えております。職員の定員管理計画、これが令和元年度まで

策定されております。その中では、現在条例上は１５５名、正規職員でありますが、

計画上は１４９名で考えております。その１４９名をバランスよくそれぞれの部署

に、そして一番は町民の皆様方に不便を生じさせないと、先ほどの町民サービスの

停滞につながらないような人員配置、またそれに向けての組織、機構再編でなけれ
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ばならないと考えております。ですので、これから第２弾につきましても、執行部

だけではなく議会の皆様はもちろん、行財政改革委員会やそういったところでいろ

いろと案を議論していただきながら進めていきたいと。やはり、早期に案は立ち上

げたいとは考えてはおりますが、あまり急ぎ過ぎていろいろと不備が生じないよう

な形で考えておりますので、また議会の皆様方のお知恵もいただきたいと考えてお

ります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 検討するということでありますが、もう一つ話をさせていただきます。 

 前回はちょっと急いでやったもので、とにかく保育所を離そうということで我々

も言っていましたので、課がそれができてよかったなというふうに考えていますけ

ど、とにかくあまり人が多すぎるところと、仕事が多すぎるところ、そこのほうに

なっていったような感じがします。そしてまた、中堅職員を配置せんにゃいかんの

に、若い職員を配置したらなかなかできないです。そこらあたり名前を言うとちょ

っと問題ですので、お分かりだと思うんですけど。 

 やっぱり、何とか室とか何とか、分かれているところなんかは、やっぱりそれな

りの人を配置していくと、経験者を。そうすれば仕事がうまくいくし、それと最近

は１人で１担当しか持っていないところが多い。そこが問題じゃないかと思うんで

す。今、役場の一番の、総務課長が言いましたけど、最小の経費で最大の効果とい

う言葉、もう最近死語になっています。今、初めてそういう言葉をよく言っていま

すけど、ここについてどう思っていますか、総務課長。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 実行していかなければならないと感じております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、そういったことも頭に入れながら、職員もそういうのを植え付けて、１人

で３つぐらい担当を持つぐらいのやり方をやっていかないと、１人１つ持っておっ

てやっている場所が多すぎる、我々、過去にいろいろ見ておると。 

 そういうので、それと全く役場に入ってすぐの人が重要なことをいろいろやって

おるんですけど、果たしてこれでできるのかなということでありまして、資格がい

るとか経験がいるとか、そういったところにはそれなりの人の配置をしてもらいた

いと思います。 

 私たちも、総務文教でも申し入れもしてございます。とにかく資格やそういった

経験のない人がやるとめちゃくちゃになっていきます、その仕事が。非常に危惧を

しているところでございます。こういったことで、申し入れもちゃんとしてありま

すので、そこらあたりをこの間の当初の６月議会ですか、３月議会でこういうふう
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に申し入れもしてありますので、そこらあたり十分考慮して、龍郷町あたりは、も

うとにかく徹底した行政改革をやっておりまして、この行政改革でも、町の行政改

革でもいろんなことを経験していると思います。もう一度読み直してやってもらい

たいと思います。そういったことで、今一度、見直し、最小の経費で最大の効果と

いうことを頭に入れて、しっかりとこの見直しをしてもらいたいと思います。 

 それともう一つ。これは再編とはちょっと関連があるかどうか分かりませんが、

電話をすると、今、席外してますということを言います。そこらにおるだろうかと

思ったら、１分ぐらいたってから、今ちょっと見当たりませんと。行動表なんかを

黒板に書く、外に出るのに行動表とかないものでしょうか。全くどこに行ったから

分からないような状態なんです、電話をすると。 

 そこらあたり、やっぱりしっかりして仕事の効率を上げるためには、町民から信

頼を得るためには、そこらあたりをはっきりと、場内にいます、あと何分ぐらいで

帰りますとか、今、場内から出ていますとか、どこどこに出かけていますとか、何

時ごろ帰りますと。そこらあたりが基本的な報告、連絡、相談、こういったことよ

く言われましてけど、そういったことが今、全くない。ですから、職員はとにかく

素直で、この間なんか、本当に一生懸命やって、防災対策やっておるんです、扇風

機あっちから借りてきたりいろんなこと、やっておるんですけど、なんかその場内

になるとそういうところが、あまりやったことないのか分かりませんが、ぜひ、報

告、連絡、相談して、どこに行っています、そうすればまた電話をかけられますの

で。 

 非常に、私は役場が近いから来れますけど、なかなかそういったことをできてい

ない現状です。そこらあたりの指導、総務課長ちょっとお願いします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 報告、連絡、相談、大切なことであります。これは役場だけではならず、働く場、

全てにおいて共通する事項であると認識しております。町民の皆様方においては、

農作業の合間であるとか、それぞれのお仕事の合間に役場に用事にいらっしゃるわ

けでありますので、しっかりと我々職員もそういったことには親切丁寧に応えてい

かなければならないと感じてあります。 

 先ほど、議員もありましたように、大変心配をした大型台風に着きましても、全

職員体制でしっかりと職員もそれぞれの立場で頑張ってもらったと感じております

し、日々、それぞれの部署で頑張っているものと私自身は信じております。 

 ただ、一部そういった足りないところもあるのは承知しておりますので、しっか

りと課長会、我々課長もしっかりとその辺を振り返りながら指導もしていきたいと。

まずは、町民の方々が役場にいつも安心して来ていただけるような、町民目線の行
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政をしていかなければならないと感じているところであります。反省すべきところ

は反省しながら進めていきたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そういったことを配慮しながら、ぜひ職員の研修をした職員をとにかくその場所

に配置するとか、資格のある人をちゃんと配置するとか、教育委員会は特にです。

そういったことで非常に経験年数に応じた職種というのがあると思いますので、ぜ

ひそういう配慮も必要だし、また非常に中高年の、私が前回しとった制度が中高年

の技術者を要請、地方に送り込むとか、そういったことを少しぐらいやっていかな

いと、非常にこれから困ってくるのではないかと思いますので、そういったことも

要請して、次の項目にいきます。 

 次に、県営農地整備課行政について、先ほどお話を聞きましたが、８月１８日付

で南海日日新聞に畑かん施設整備の伸び悩む進捗率１８．３％低迷、掲載されてい

るというのが載っていました。課長、この要因は何なのか、まずお聞きします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この１８．３％ですが、３町推進率になります。天城町においては２３．９％と

未整備地区が７２．９haございますので、この分を除いて２３．９％となっている

状況です。まだまだ伸びていない状況でありますが、現在９地区を今、対象に進め

ているところであります。第一松原の１期地区、２期地区、１期地区は天寿園の下

一体になりますが、あと２期地区が上区の山手側、岡前の山手側と岡前の海側のほ

うが２期地区となります。 

 ここについては、令和５年度までの事業となっておりますので、そこについては

今から同意率を上げていく必要があるのかなと思っております。 

 あとほかに、まだ推進する６地区ほどありますが、ここを推進しながら１８．

３％に天城町の２３．９％については伸ばしていきたいと考えているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 その今言ったところ、松原地区、ここあたり具体的にどういったことをやってい

ますか、今。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 第一松原の１期地区ですが、ここについては現在、農業委員会のほうと協議をし

まして、１００haほどの中間管理機構の事業を入れていく方向で進めているところ

です。この中間管理機構の土地の貸し借りなんですが、この土地の貸し借りで

１００haをくくることによって、７割の面積を貸して借りるっていう作業をやりま
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すと、協力金として集落のほうに２万２千円ほどの協力金が入ってきます。 

 この協力金を、１期地区のほうに充てまして、畑かんの施設整備のほうに回して

いければと考えているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今、すごくいい方策を聞きましたが、それは松原地区だけ適用させていくんです

か。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 これにつきましては、西阿木名のほう、下原、あと２９工区、三京のほうが国営

事業の３地区ございますが、ここについてもくくり込みをやりながら、随時進めて

まいりたいと思っております。 

 今回、この中間管理機構を今お話しましたが、今回８月の２６日の理事会におい

て、土地改良区の管理規定６条なんですが、この中で水代について新聞の中で農村

整備課のほうが答えておりましたが、水代がネックになっているんじゃないかとい

うこともありまして、この水代についても条文を改正しました。 

 最初は、高齢、病気、あと高齢者、病気のある方の耕作地を管理する人がいない

場合のみの水代５千円となっていたわけですが、今回、１項目から３項目までの部

分で、高齢者、病気のある人、これについても５千円については休止できますよと。

あと、２項目になるんですが、湧水のある土地、圃場についても給水のほうを休止

できますよと。営農上の問題があるところについても、休止ができますというとこ

ろで改善されておりますので、ここについては推進委員の皆さんには、徹底してそ

こら辺を農家のほうに伝えていただけるような体制を整えてきたと考えているとこ

ろです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今、非常にいい、農家にとって非常にいい施策というんですか、それが打ち出さ

れております。やっぱり、現在年を取ってもう自分の世代はこれでいいだというこ

とでなくて、子や孫にとって、やっぱり広大な農地、これに対してこれからやっぱ

り水が大事だということを大きくアピールして、今みたいな細かい施策というんで

すか、安くなるとか、そういった施策をもっとアピールする方法というんですか、

私も今松原地区について、ちょっと初めて勉強したわけでありますが、もう少しこ

れ分かりやすく、次、西阿木名地区は最後と思っておったんですけど、西阿木名地

区の面積とか、これからこういうことをやりたいとか、これぐらいの大きさでやり

たい。こういうふうにしていきたいとかいうのを、予定を立てておると思いますが、

そこあたりちょっとお聞かせ願えませんでしょうか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   
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 お答えいたします。 

 西阿木名、三京も含めてですが、第一南部地区と呼んでおります。この第一南部

地区は１８１．２㏊ほどあるわけですが、ここについては今道路下の工事を実施し

ておりまして、三京のほうが今年一部の圃場内に配管がされていくところです。 

 西阿木名のほうに、下原のほうになるんですが、ここについては今年管工事を進

めていくわけですが、その際に道路を、農道、町道、亀甲状態の舗装面等もござい

ます。ここについても改善をしながら進めていきたいと。 

 先ほど、お伝えしましたが、中間管理機構についても下原地区全体を含めた中間

管理機構への土地の貸し借り、これをお願いをしながら、農家負担を軽減する方向

で進めてまいりたいと。圃場内配管の部分が中間管理機構で負担を軽減することに

よって、水代だけが今後どうするのかというところだったんですが、先ほど理事会

の中で８月２６日に決定しておりますので、水代についても湧水があれば、その湧

水が改善されるまでは止めておいてもらうというような形をとりますので、そうい

うところを農家さんにお伝えしながら、推進のほう努めていきたいと思っておりま

す。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 非常に、農家に対して有利というのか、優しいような方法をよくとっていますね。

いい方法、いい取決めをしておって、非常にこれ進むと思いますが、非常にそうい

ういい話をぼんぼん前に出して、ぜひこの西阿木名地区、また松原地区、大いに進

めてもらうように、アピールをしてもらえればありがたいんですけど、強力にこれ

だというアピールありますか。いつごろまでそれをやる予定ですか。勧誘。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 今、現在松原の１期のほうが１００ha動いておりまして、次年度、兼久のほうを

７０haほど中間管理機構の中のエリアとしてくくり込む方向で今、推進員のほうに

は先日、説明会をしたところです。ここを、まずモデル地区として実施をし、その

あと第一南部、ほかのところもありますが、浅間、そこら辺も随時進めてまいりた

いと思っているところです。 

 この５千円については、水代の５千円については先ほどお伝えしたように、もう

今までどおりの耕作放棄地、俗に言う耕作放棄地の扱いのところだけが止められる

のではなくて、全体的に湧水があるとか、高齢であるとか、高齢の位置づけもあり

ますが、前期高齢者から、６５歳から対応できますので、そこら辺もひっくるめて

進めていきたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 休憩しましょうか。休憩、まだありますので。 
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○議長（武田 正光議員）   

 農地整備関係まだ続く。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 はい。 

○議長（武田 正光議員）   

 それでは、ここで休憩いたします。１３時に再会いたします。 

休憩 午後 ０時０４分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中の農地整備行政について答弁の中で、誤りがあったので、訂正をしたいと

いう申し出があります。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 午前中ですが、兼久地区、中間管理機構の事業が令和３年ということでお伝えし

たんですが、今年度に７０㏊実施するということですので、訂正をさせてください。 

○議長（武田 正光議員）   

 それでは、大澤議員の一般質問を続けてもらいます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 中間管理機構という話が出ましたので、今年から農業委員会のほうに行っていま

すが、現在、どういう現状で進めていますか。それと、どういう方向でやっていく

か、そこらあたりの見解をお願いします。 

○農業委員会事務局長（伊地知 隆治君）   

 お答えします。 

 今年度４月より農政課でやっていました中間管理事業のほうは、農業委員会のほ

うで今実施しています。今現在、ちょっといろいろとあるんですけれども、農地整

備課長が言われたとおり、重点地区のほうを設定しまして、推進に入るわけなんで

すけれども、農政課で今進めている人・農地プランの集落の認定がないと、地域協

力金は下りません。今、松原西区地区のほうを重点的にやっているんですが、農地

整備課でいうと、松原第１期地区です。これが今年度１００㏊、中間管理で実施し

ます。兼久のほうが、兼久地区高釣から兼久の集落、大津川との境のほうまでなん

ですけれども、こちらのほうが農政課の担当のほうとお話をしまして、今年度に兼

久のほうは集落として認定をもらえるという結果を踏まえまして、今年度兼久地区

のほうも追加で７０㏊要望して許可をもらってあります。今、担当のほうが一生懸
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命頑張っているんですけれども、実際に、中間管理事業の推進に入るのは、今月の

半ばから１０月、１１月にかけて実施する予定で今動いているところです。来年度

以降は、全集落が認定集落になるということですので、来年度は来年度でまた令和

３年度の中間管理事業の計画要望がありますので、農政課、農地整備課、農業委員

会、この３課でお話をして、その結果を踏まえて、要望したいというふうに考えて

います。 

 その中間管理事業で今議員がおっしゃっているように、協力金のお話なんですけ

れども、国の補助事業の中で一番大きなウエイトを占めています。ですので、集落

のほうにお金のほう、補助金のほうを目いっぱい出したいという思いがあって、今

進めているところです。それ以外にもまだいろいろあるんですけれども、できれば、

農地整備課のほうで今西阿木名の話が出ました。西阿木名の畑総の入っている部分

も中間管理事業のハード面で実施しまして、その土地の農地の集積に絡む部分が、

私たちが農業委員会で今やっているソフト面の協力金に当たるということです。で

すので、ハード面とソフト面がありますので、事業的にはいい事業だというふうな

認識を持っています。 

 以上です。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 以前は、個人に協力金みたいな奨励金が出とったんですけど、これはどうなった

かということと、面積、大丈夫ですか。面積の件と、集落に入ったらそれは集落で

どういうふうに使うとか、幾らぐらいとか、面積に対して幾らぐらいとかあるんで

すか。そこらあたりもＰＲ兼ねてお願いします。こんな事業進めているとか、あり

ましたら。 

○議長（武田 正光議員）   

 できる範囲でいいかね。 

○農業委員会事務局長（伊地知 隆治君）   

 お答えします。 

 先ほど、重点地区と実施地区というふうにお答えしました。実施するに当たって

の要件が畑総の入っている改善事業の入っている、面積の確定していると国土調査

事業、地籍調査事業の入っている、要は、区画の整理で面積が登記簿上確定してい

るというのが要件です。ですので、面積のほう、松原１期地区のほうは今年

１００㏊するんですけれども、全体で、要するに１５０町歩ぐらい全体であると思

うんですけれども、そのうちの１００町歩を今年しますと。兼久のほうも全体で約

１３０町歩あるんですけれども、今年は７０町歩しますと。来年度も継続する予定

ではあります。わかりますか。 
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 以上です。 

○議長（武田 正光議員）   

 詳しい答弁が欲しければ、事前に通告しておくように。いいですね。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今まで、管理機構というのが急遽取ったわけですから、そういったことで町民に

アピールということで、やっぱりして、この完成のことが新聞に話題になっていま

すので、そこらあたりを聞こうと思ってしたんですけど、関連性があるということ

で、私は聞いております。 

 そういったことで、ある程度大体できたんですけど、やはり農業委員を通じてい

ろんなところでＰＲをお願いいたしたいと思います。要望しておきます。 

 農地整備課長、浅間地区、今年の３月までということで、前、上岡議員、質問さ

れたりいろいろしとったんですけど、これ、どういうふうになって、今後どういう

ふうに進んでいくのかという話、ぜひ、現在は年取って必要ないけど、将来的に子

や孫がぜひ必要になってくると思います。水の農業、そこあたりの見解とか、ＰＲ

とか、お願いします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 第１浅間、第２浅間、あと第１大和城、当部の第２当部、この４地区が令和３年

度危機的な状況にあります。あったんですが、第１浅間、第２浅間については、同

意率のほうが当初の同意よりも大分上回っておりまして、第１が令和５年、第２が

令和４年で、第１大和城も令和４年までの延長ということで、県のほうに、県のほ

うから国のほうに今申請をしているところです。第２当部のほうなんですが、ここ

については、不同意のほうが既にもらっておりまして、ここについては、来年完了

地区となる方向で今動いているとこです。第１浅間、第２浅間、第１大和城、ここ

については、ぜひ、農家の皆さんのほうに、圃場内の配管だけやってもらって、先

ほどお伝えした管理規定の６条の改正も行っておりますので、水代については、止

めておいてもらうと。これが、子や孫のためにも将来的に圃場内配管がなされてい

れば、いつかは使う時期が来ますので、ぜひ、圃場内配管だけは進めていただけれ

ばと思っているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 延長も可能だというお話で、また、浅間地区の皆さん、ぜひ、子や孫のために同

意率を高めるように御協力をお願いしたいと思います。それと最後ですが、西阿木

名地区、広大な農地を持っていますが、ここあたり、これから、また区画整理等も

行いますけど、やっぱり水がないとだめだと思うんですので、そこあたり、これか
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ら大きな面積を持っていますが、課長としてどういうふうな考えを持っております

か。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この西阿木名地区については、議会の中で、上岡議員、あと吉村議員のほうから、

畑総の件で質問があったところですが、ここについては、もう西阿木名の山手側、

今第１南部が実施しておりますが、それの南側になりますが、パイロット事業地区、

ここが４０㏊ほどございます。下のほうに、コーラル石産の上のほうに３５㏊ほど

農地にできる面積があるわけですが、ここのほうを今集落のほうにお願いをして、

要請をしてもらうような形でお願いをしているところです。ここが、畑総できれば、

西阿木名のほうとしても大分農業用の圃場が確保できるのかなと思っているところ

ですが、ここについて、まだ長期計画の中で載せていない部分もございますので、

ここについて、畑かんが将来的にどうかといいますと、三京のほうが水が多い地区

になりますので、そこの部分の面積分がそこに割り振りできるような形も将来的に

検討していく必要があるのかなと思っているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、浅間地区、あと西阿木名地区、広大な農地がありますので、ぜひ水を引く

ような、同意をもらうような施策をつくり込んでいきますことを要請して、この質

問を終わりたいと思います。大変難儀でしょうけど、頑張って、このかん水、これ

を施設を造るように、同意書をもらうように頑張ってもらいたいと思います。 

 続きまして、３項目めの水産振興についてでございますが、一応第一回目にもら

っていますが、松原地区は、トライアスロンのときに移動しておりますが、平土野

地区、この間、大変前に行って見てみたら、廃船的なやつを職員がロープをかけた

りしておりました。僕が見ると９隻ぐらいあったんですけど、やっぱり、以前から

そういうのを文書出したりいろいろすればなくなるんですけど、そこあたり、事業

もあるという話ですので、そこあたり今後、この間もその台風の前に行ったら、船

をほかの人が縛りながら、自分の船は大丈夫だけど隣の船がそういうふうな縛りつ

けていないから倒れてきて、自分の船に被害を及ぼすとか、そういう話をされてお

りました。また、景観的に見苦しいと、ここあたり、先ほど言ったような事業で何

とか早めに取り組めないかどうか、もう一度お願いします。 

○商工水産観光課長（中 秀樹君）   

 お答えいたします。 

 廃漁船につきましては、やはり個人の財産ということで、個人で処分するのが当

然というふうになっておりますが、各市町村、やはり廃漁船への処理に困っている
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ような状態になります。先ほど町長の答弁にもありましたが、この廃漁船を活用し

たガイドラインが平成２６年３月に水産庁のほうから出ておりますので、これを見

ながら、水産担当、また、地域おこし協力隊の協力を得て、また漁業集落の皆様も

おりますので、できるだけ事業化に向けて、我々、商工水産観光課としても、県と

か、しいては国のほうに働きかけをして、この今町内においては、水産担当が把握

している中では一応３０隻程度廃漁船がいるということになりますので、できるだ

け長期にはなるとは思うんですが、この事業が補助事業等で活用できるのであれば、

そういったのを活用しながら、この有効活用をしていきたいなというふうには考え

ております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 最後に、町長、このまち・ひと・しごと創生というところの３７ページの廃漁船

の処理、促進とかいろいろ書いてあります。それとか、安全な漁業環境の整備とい

うことでありますが、ぜひ、この事業を取り入れてもらえることはできないでしょ

うか、町長の所感をお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 先日、その廃漁船を所有している先代というかお父さんが持っていて、今息子は

漁業していないんですよ。それで、非常に悩んでいるということをお話していまし

て、いわゆるスクラップ屋、スクラップ業をされている方々が、エンジンについて

は引き取るけども、本体については始末に困るから引き取れないと、その息子さん

は、その船体も一緒にだったら持っていってくれということを言っているけど、な

かなかそういった処理ができないということで、非常に悩んでいるというお話をさ

れておりました。その方々も、無責任というか、そういった立場ではないのかなと

いうふうに私は実感をしたというのがまず１点あります。そういう中で、これから、

やはり水産業に力を入れていきたいということをやっておりますので、そういうこ

れから後継者もいろんな形で育てていきたいということを考えております。そうい

う中で、水産業をめぐる環境というものがやはりそこではしっかりないとまたいけ

ないと思っておりますので、このような廃漁船については、何か処理する方法をま

た有効利用する方法等について、今、うちの商工水産観光課長がお答えしたような

形で事業化をして、処理をしていければなというふうに思っております。そして、

後継者がどんどん参入していくような、そういった漁業環境ができればというふう

に考えておりますので、取り組んでみたいと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、そういうふうな処理ができるように、また、水産業が活性化できるように
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要請をして、この水産のことについては、終わらせてもらいます。 

 続きまして、建設行政について、行きたいと思います。 

 まず、答弁で、ここに前野・岡前横断線改築事業の件でありますが、これ、来年

から工事発注予定となっておりますということですけど、私が資料をもらったのに

よると、来年、工事っちゅうのは、委託も地質調査も始まるし、委託も始まるんで

すけど、そこあたりの流れをちょっと説明して、あと何年ぐらいで実際の舗装工事

ができるのかどうか、ちょっと、説明をお願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えいたします。 

 前野・岡前線については、平成３１年度、令和２年２月４日に入札をしてござい

ます。入札測量業務の工期としては、本年２月２日より、工期のほうが１２月

２２日までという工期を取っております。工事の進捗といたしましては、現在、測

量設計等しているわけでございますけども、ある程度図面ができ上った時点で、一

応いただいて、そこら辺の内容等について、関係者とお話をして、実際にそこは通

せるのか、通せないのか、そこら辺の判断をして、また設計屋にお返しをするとい

うことを繰り返してやっております。現在、状況としては、筆界未定地が１か所、

岡前地区に１か所ございます。それと、登記上相続人多数というちょっと難しい登

記が必要なところが全体で９か所、岡前地区２か所に前野地区７か所という状況で

ございますが、そこら辺、今述べた地区については、路線の計画からなるべく外せ

ないかということで、大きな変更はしませんけども、そういう地区は外していけな

いかというような段取りを現在進めているところであります。 

 岡前については以上であります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私は、平成２６年の６月議会と２９年の３月議会、２９年の１２月議会にもこの

問題を出して、いつごろどういうふうなことでこの事業ができるかということで話

をして、また、ここにおられる昇議員にも、ぜひ地元ですからということで話した

ら、２回か３回ぐらい質問しております。あと、前叶議員も質問しております。そ

れで、おたくからもらったこれを見てみると、どうもここに書いてあるのが気にな

るんですけど、「本事業は、令和５年度までの事業計画となっております」と書い

てありますが、やっぱり筆界未定とかいろいろあって、変更とかありまして、なか

なか難しいだろうなというところで見ておるんですけど、用地交渉が３年度購入と

か、いろいろありますが、この大体おおよその課長の検討で、ここに書いてあると

おりでよろしいでしょうか。令和５年度までに事業計画完了と。 

○建設課長（昇 浩二君）   
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 お答えします。 

 今、現況実施に向けて、一生懸命努力しているところでありますが、私は、前

野・岡前横断線については、５年ぐらいの期間がかかるものではないかなというふ

うに考えておりまして、それで終わらせるのかといえば、なかなかはいと返事はで

きないんですが、そこら辺の余裕をもって、まずは、地権者等から用地交渉ができ

るのかというのと、登記が完全に済ませるのかと、そこら辺を解消しないことには、

工事の発注に向けていけないのもありますが、ある程度交渉ができた土地について

は、部分的にでも工事を発注していきたいというふうに考えております。なので、

完成のめどと言われますと、５年間ぐらいは見させてくださいということでありま

す。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 以前、用地交渉というのは難しくて、本当に骨の折れる仕事で、夜間も行ったり

とか、いろいろせにゃならんし、機械的にできないというのがなかなか進まないと

いうところで、イライラするところでございますが、そこで、ちょっと頑張っても

らって、部下の担当もおりますので、ぜひ、前野地区、地元ですので、ぜひここを

完成、言い出しから２０年ぐらいになるんですか、そういったことで、ぜひ努力を

お願いしたいと思います。 

 それで、この間、約半年ぶりぐらいにここを通ってみたんです。そしたら、草が

両方から園芸用のあれが植えてありまして、かぶったり、そこの通路の凸凹が非常

に岡前中央線から向こう側に、非常に凸凹があるし、非常に中学生の通学路にもな

っておるし、何か小学生も橋のところから下って行っておるとかいう話をしており

ました。そこあたりの応急処置等は考えられないかということです。これを努力を

しながら、そこあたり、応急処置もしながらやらないと、バイクで走る人もおるし、

非常に道は狭いという感じがします。そこあたり、どういうふうにお考えでしょう

か。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 応急処置については必要かと考えております。申しわけございません。私ちょっ

と今、最近現場見ていないんで、どういう状況かちょっと把握しておりませんが、

すぐ現場を見て、通学路等になっているというふうに思いますので、応急処置のほ

うは対応していきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 事業も進めながら、そういう応急処置もするということで、非常に対応の、すぐ

対応できるというふうな話を回答を得ましたので、この件については、末永く、粘
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り強く大変ですが、頑張ってもらいたいと思います。この道ができると非常にそこ

に住宅もあるし、前野・岡前線の西郷公園にも行くのも便利になりますので、ぜひ、

お願いをしておきます。また、通学路でありますので、応急処置、よろしくお願い

いたしたいと思います。要望しておきます、この点について。 

 次に、瀬滝・三京線の舗装についてということでありますが、ここをまず距離、

今出ておる距離と、私はもっと長い距離、例えば小学校から向こうのほうにまで行

くんじゃないかと思ったら、３６０ｍという資料をもらっていますが、そこあたり

も、どうしていくのかという話をちょっとお聞かせください。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えいたします。 

 議員に提出の資料には３６０ｍということで、大体の場所が三京集落の入り口か

ら、平口宅近くまでというふうに考えております。幅員が５ｍとして見ているんで

すが、あの道路、結構、道幅が入り組んでおりまして、結構な面積があるというふ

うに考えております。一応はその計画で進めてはいるんですが、将来的には、私の

考えとしては、三京の学校を過ぎたあたりまで行けたらいいなと。今回の事業とし

ては、現在計画しているのは、３６０ｍの幅員５ｍで計画しているということであ

ります。そこに、区画線工事１０ｍ、中央線のほうに波線を１８０ｍほど工事の後

に実施します。工事の手法としましては、今、舗装されている舗装板の破砕をして、

ある程度のフリック調整をしたのちに舗装をやり直すと、だから、いろいろと構造

物があるとか、そういう工事ではございませんので、工事を始められると、工事的

には早いものと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ここ、大げさかも分かりませんが、徳之島の大動脈に今なっています。ここから

亀津に通う、通勤で通う人、向こうから通勤で来る人、物すごい車の量があります。

本当にいうと、県道にぐらいしてもらったらどうかねという考えもありまして、

我々議会議員としても、そこあたりを考えていかなきゃならない問題だなというふ

うに考えも持っております。３町陳情あたりもすべきだなという考えておりますが、

今の３６０ｍの学校のところ、過ぎたちょっと名前言っちゃあれですけど、貞山さ

んのあの辺まで少し、学校の前がちょっと悪いような感じしますので、もう少し検

討を重ねて、あそこまでできないものでしょうか、どうでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 舗装修繕事業、本年度の実施場所が、松原・天城線、鬼塚街道線、この瀬滝・三

京線と、３路線、いつもここで答弁させていただいておりますが、集落間のまずは

集落間を結ぶ道路を先にしたいということで、現在この３路線を手掛けております。
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そのほかの路線についても、部分的に悪いところをしながら実施していくわけです

が、この事業においては、路面性状調査というまずは調査を入れまして、その中で

悪いところと判断された場所が該当するということでありますので、そこら辺、部

分部分であったりというのが将来的に見えてくるのかなというふうに思いがありま

す。今議員のおっしゃる三京の分校の先までという中で、路面性状調査の中で、悪

い部分が出ておりますので、そのあたりは継続して、次年度あたりも、その事業を

入れていきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 何と言っても、今いい回答が出ましたので、また来年度あたりも計画していく、

路面性状調査をやっていくということでありますので、また、子供は少ないんです

けど、学校があるし、車はスピードを出して走っています。非常にカーブも多くて

危険です。そして物すごい車の往来が激しいということであります。これ、中央線

は、５ｍ置きぐらいに引かれるというような感じでしたね。中央線は引くという話

ですが、ぜひ、この事業、もう少し伸ばしてやってくださいということと、来年性

状化をしてくださいということで、中央線は、今回はちょっと引かれるということ

ですね。それはそれで、ぜひ、そういうことも実施してもらえればありがたいので、

ぜひ、貞山さんの向こうぐらいまで、延長かけてもらうように要請して、この質問

は終わりたいと思います。 

 次に、橋梁の補修事業の形状と進捗状況と出してありますが、これ、石川橋、こ

の間見てきました。担当と相談して。これの修理の状況、どういうことをしていく

のか、車が落ちないようなあれはよくしてありましたけど、ガードレールは両方に

新しいのができていました。これも、手立てをしていると思いました。あとは、橋

がどうも小さいような感じがしましたけど、ここあたりがみんな改築するんですか、

補修でいくんですか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 現在、天城町には私たちが管理する橋梁としては６５橋、その中で、平成２７年

度から補修事業を実施しております。２７年度に５橋、２８年度に６橋、２９年度

に３橋、３０年度には９橋、合計で２３橋ほどになると思いますが、一応実施して

きました。平成３１年度においては３橋の補修及び架け替えを実施しているところ

であります。それと、令和２年度におきましては、先ほど議員もおっしゃいました

石川橋ということで、予算的なあと２橋ぐらい上げてあったんですが、後ほど補正

にも出てきますけども、国のほうの査定で切られてしまいまして、対象が石川橋と

いうことで、本年度は、まずは１橋ということになっております。その石川橋の補
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強をということでありますけども、私もあまり詳しくはないんですが、現在、議員

もおっしゃっておられます防護柵、ガードレール等につきましては、何年か前に実

施しております。そのほかに下部工、ガードレール等が上部工といたしますと、橋

の橋台等を含めた下部工の補強作業を今年度は計画しております。名称等で呼びま

すと、舗装打ち替え工、断面防水工、断面修復工、いろいろありますけども、こう

いった作業を実施して、橋梁の延命化を図っていくということでございます。架け

替えが理想ではあるんですけども、なかなか橋梁の程度を示すランクがございます。

１から４までございまして、３と４に対しましては、架け替えを含めて検討すると。

１と２に関しましては、補修しながら経過観察というような手法がとられておりま

して、架け替えには該当しないということになりました。それで、各今までやって

きた橋梁等につきましても、補修によって橋梁の長寿命化を図るというのがこの事

業であります。中身については、今、私がこっちでぐだぐだ述べても、わかりにく

いと思いますので、担当あたりとお話をされていただきたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 以前から、この大きな橋、次々と今課長が申したように、そこの平土野の橋とか、

湾屋とかいろんな大きな橋を次々と改修していきまして、大分安全になってきた感

じがしますが、今回１つだけだというもんで非常に疑問を持ったわけです。それと、

この石川橋、この排水、ここの流れるところの高さも低いし、側溝みたいな蓋をか

ぶせた感じで低くて、もうあの水では流れ切るかなという感じを受けたもんですか

ら、これちょっと取り上げているんですけど、今年１個だけっちゅうんですけど、

ほかにももっと危険な場所があるんじゃないかと考えておるんですけど、これ、何

とかほかの、今年は１つだけなんですか。幾つか出したんですか、要望は。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 今、手元にはっきりした橋梁の数は持っておりません。その他で３橋ほど上げて

いたというふうに考えております。昨年度まではこの橋梁補修事業、防災安全交付

金というので実施しておりました。今年度からは道路メンテナンス事業という事業

に変更になりまして、この事業が橋梁だけを対象とした補助事業であるということ

であります。なので使い勝手が非常に悪い補助事業になってしまいましたが、先ほ

ども申し上げましたけども、強度の安定値１から４ということになっておりますが、

１に関しては補修も必要ないという判定でございます。２については、長寿命対策、

あるいはそこら辺のある程度の補修が必要でしょうということであります。３に関

しましては、あまりに悪い３であれば、架け替え対象、４に関しましては、通行が

即不可と、即架け替えという判断であります。それに準じたものを去年の事業で架



－41－   

け替えを２橋ほどしてございます。こういう判断に基づいて国から補助金が交付さ

れるわけでありますけども、本年度の申請について、石川橋１橋しか該当しなかっ

たという国の内示でありました。なので、本年度は石川橋１強が対象となりますと

いうことであります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 本当に、今まで大変な橋の補強とかやってきて、きれいになったりしておりまし

て、この努力は本当に課長が来てから大分やっておりまして、本当にありがたいと

思っております。しかし、今年になって、ただ１橋というもんだから、メンテナン

ス事業に変わったという話を聞いて、何とかこれ、もう少し、あと１つぐらいはで

きないかなという感じがあるんです。経済効果も大きいし、橋、お金も大きいだろ

うと思いますが、あそこあたりは架け替えなんかしたほうがいいんじゃないかと思

ったり、素人的にも思ったりしておるところですけど、やっぱり経済、橋というの

はやっぱり頑強につくるから、地域の経済効果も大きいし、また仕事も大きく増え

るし、こういったことを、この橋の件をもう少し取り上げて、せめて年３つぐらい

はしていく、以前３つか４つぐらいやっていました、大きな橋。ですから、そこあ

たり、また陳情に行ったり、いろいろ頼むところに頼んだり、こういうような方策

を考えられないかという質問です。町長、このやり取りを見ておりまして、どうお

考えですか。経済効果がこの橋を造ることによって、すごくあると思います。業者

も仕事が出るということで私はこの橋のこと、すごく注視しているところでござい

ます。所見をお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 当初この事業が始まった時点で、橋梁長寿命化計画というのをつくって、それに

基づいてやっていくわけですけど、先ほど課長から６５ぐらい管理しているという

ことでした。その中で、県からの私たちに当初説明は、地元負担で毎年１億円ぐら

いずつは持たないといけないけれども、その覚悟がありますかと言われたというの

がずしんときているんですね。そういう中で、今まさしく大澤議員がおっしゃるよ

うに、年間５つとか６つやっていくということの中で、その地方負担分、町の持ち

出しが１億円ぐらいだろうということで、私たち始めたわけですけど、これが今年

になって、ちょっとシステムが変わったということで、たしか今回の補正ですか、

６月補正だったですか、（「今回」と呼ぶ者多し）今回、補正で落とすんですよね。

もともと３橋をやろうかという考え方の中であったわけでありますので、少しこの

国と県の考え方がちょっとよく分からないというところがありました。 

 これについて、また、非常に橋梁というのは製糖期の大型運搬車が通ったりとか、
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また人が通ったりとか、耕運機が通ったりとか、やっぱり人命に関わるところでも

ありますので、しっかりとその橋梁長寿命化の中で改修の必要があるということは

少し老朽化が進んでいるということですので、そこら辺をしっかりと訴えて、まだ

まだ天城町にはこういう橋が多いんですよということを再度、県のほうにはしっか

りと訴えていきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 県に訴えていきたいという町長からの力強い答弁でしたが、今回、こういったこ

とに関して、県とかそこらあたりにアピールなかったわけですか。どちらでも、誰

でもいいんですけど。 

 課長、アピールしたり、県会議員に陳情するとか、国に陳情するとか、そういっ

たことをやっぱりしていかないとこういうのはなかなか難しいと思うんですけど、

そこらあたりの経過お願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えいたします。 

 その事業についてはいろいろとご相談、県を伺ったりする場合にはやります。で

すが、県を間に入れて国とやり取りしている中で、県のほうから言われてきますの

で、どうしてもこういう事情になりましたということは県のほうから言われます。 

 こちらも何とかしたい橋梁がまだありますよという話はしたんですが、県は県全

体を見て予算をお決めになると思いますので、そこら辺はほかの市町村も先ほど言

いました、２あるいは３のそこらのラインのものは落とされているよという形で、

いろいろと情報が入りましたので、県のほうには一応、天城町の事情というのは訴

えてはいるんですが、県も県下平等という形で天城町は１橋という結果になってい

るのかなというふうに今考えております。 

○町長（森田 弘光君）   

 まさしく、今、建設課長のおっしゃっているとおりでありましたけど、今年はコ

ロナの関係で４月からもなかなか県庁に上がることができませんでした。そういう

中で８月５日と６日にかけて県庁へ行って、まさしくここを担当する課のところも

私伺っているわけですよね。そういう中で、この橋梁についてはちょっと頭の中に

入っていなかったということで、非常に今回申し訳なかったなというふうに、でき

なかったことについては残念だなあというふうに思っております。またこれから、

今年はこういう形になりましたけど、また来年に向けてはしっかり取り組んでいか

ないといけないというのが一つ、それから８月２１日に、今日もお話しましたけど、

徳之島地域土木事業連絡会というのがあって、大島支庁の土木部長がわざわざこち

らのほうに出っ張ってきて、３町長と語る会もあったんですけど、ちょっとここら
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辺のところが、橋梁についてのテーマというものが頭に入っていなかったというこ

とで、町のためにちょっとマイナスになったのかなという、今議論の中で考えてい

るところでありますので、こういう徳之島地域の土木事業連絡会とか、また私たち

が直接県庁のほうに伺ったりするときには、先に県道の兼久のボトルネックのとこ

ろとか、ああいったところはずっと頭に入っていてずっとお話をしてきたんですけ

ど、このことについて、また再度、もう一回しっかりと天城町の課題として捉えて

訴えていければなあと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ただいま町長から、来年度に向けてしっかりとやっていくという答弁をいただき

ました。これは地域も物すごく経済効果を訴えてあるし、特に徳之島はさっき町長

が申されたように大型トラックでキビを積んでいるんだと、ここを主張して、橋が

持たないよというような話をして、何度も通りますよというような話しをして、説

得力を持って何度も何度も足を運んでもらうことを要請しておきたいと思います。 

 ぜひ、いろいろ申し上げましたけど、やっぱり常連と思って接すれば相手に通じ

ますので、何度も何度もあらゆる県会議員の先生や国会議員の先生あたりにも、ま

た県職員も何回も何回も行くことだと思っています。私も水道事業の西阿木名に対

してもう５回ぐらい行きまして、もう来るなと言われるぐらい行っておりましたけ

ど、ああいうこともできるんだなあということを実際、実感として感じております

ので、どうか皆さん、予算分捕り合戦ですので、ぜひ粘り強く頑張ってもらいたい

と思います。 

 皆さんの健康に留意しながら、町民のために頑張ってもらうことを要請しまして、

私の一般質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、大澤皓一郎君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。２時１０分から再開します。 

休憩 午後 １時５４分 

─────────── 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、議席番号４番、奥好生君の一般質問を許します。 

○４番（奥 好生議員）   

 議場の皆さん、またＡＹＴテレビを御覧の皆様、こんにちは。また、傍聴席にお

られる皆さん、こんにちは。議席番号４番、奥好生です。 



－44－   

 このたびの台風１０号は、想定よりそんなに大きくない台風で、特別警報の発表

も見送られ、本町においては甚大な被害もなく、避難された多くの町民も一安心さ

れたことと思います。今後も台風の襲来は予想されます。備えあれば憂いなし、お

互い万全な対策を心がけましょう。 

 職員の皆様におかれましては、台風１０号接近に伴い、避難所の開設、簡易ベッ

ドや毛布、発電機の配置等、大変御苦労さまでした。 

 ６月議会の一般質問において、全課長、局長に日頃の心構えを述べてもらいまし

たが、町民には大変好評のようでした。このことは町民は課長、局長の皆さんに大

変期待をしているからだと思います。町民の期待に応えられる職員として、日々研

さんに励んでいただきたいと思います。これからも議場におられる執行部の皆さん

全員に発言する場をつくっていただきたいと考えております。 

 私も議員としての職責である町民の立場に立った行政事務の監視という役割を果

たすと同時に、執行部と切磋琢磨しながら、町の発展のために頑張っていきたいと

思います。 

 それでは、議長の許可をいただきましたので、先般通告いたしました６項目

１０点について、一般質問を行います。 

 １項目め、均衡のとれた町土の形成を目指す施策について。 

 １点目、デマンドバス南部路線の利便性について。 

 ２点目、南部地区への住宅建設の進捗状況について。 

 ２項目め、多面的機能支払交付金事業の運営について。 

 各組織は規約に基づく民主的な活動がなされているか。 

 ３項目め、集落座談会の成果と課題について。 

 町民の声を聞き、町民の目線に立つ町づくりについて。 

 ４項目め、将来の天城町を託せる人材の教育について。 

 １点目、職員の資質向上と行政事務の評価について。 

 ２点目、教育行政について。 

 その１、教育大綱について。その２、教育振興基本計画について。 

 ５項目め、しま・ひと・たから平土野港再生計画について。 

 平土野集落活性化計画の進捗状況について。 

 ６項目め、行財政改革について。 

 １点目、各課における取組と今後の課題について。 

 ２点目、構造改革特別区域法と給食センターについて。 

 ３点目、学校施設の維持管理について。 

 以上について、執行部の明確な答弁を求めます。 
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○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、奥議員のご質問にお答えいたします。 

 大きな項目１点目、均衡のとれた町土の形成を目指す施策について。 

 その１、デマンドバス南部路線の利便性についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町南部地区デマンドバスの運行は、令和元年８月１日から始まり、１年が経

過したところでございます。 

 昨年度の利用実績は、運行回数が７９回、利用人数は延べ１１５人でございまし

た。 

 今年度は４月から７月までの４か月間でありますが、その運行回数が２２回、利

用人数が延べ２１人と減少の傾向にあります。 

 デマンドバスの利用方法の周知、また看板等の設置、運行時間の見直しなどを検

討し、地域の方々の利便性の向上を図ってまいりたいと考えております。 

 均衡のとれた町土の形成を目指す施策について。 

 その２、南部地区への住宅建設の進捗状況についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 南部地区への住宅建設は、今年度は西阿木名地区を計画しております。 

 現在の進捗状況としましては、地質調査及び敷地測量を完了し、現在、平面計画、

配置計画等の設計を進めているところであります。 

 設計が完了次第、速やかに工事を発注していきたいと考えております。 

 大きな項目２点目、多面的機能支払交付金事業の運営について、各組織は規則に

基づく民主的な活動がなされているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町には、多面的機能支払交付金事業を活用し、２組織で活動しております。そ

れぞれの組織で定める規則がございますが、その規則に基づいて事業を遂行してい

るものと考えております。 

 大きな項目３点目、集落座談会の成果と課題について。 

 町民の声を聞き、町民の目線に立つ町づくりについてということでございます。 

 お答えいたします。 

 集落座談会につきましては、令和元年度から「む～るし語ろう会」と名称を改め、

町政の動向をお伝えするとともに、町民の皆様からのご意見を町政に反映すること
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を目的として開催しているところでございます。しかしながら、本年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止ということから、いまだに開催しておりませんが、町民

の皆様から寄せられた声に真摯に耳を傾け、多様化する住民ニーズを的確に捉えな

がら、よりよい町づくりに反映させていきたいと考えております。 

 大きな項目４点目、将来の天城町を託せる人材の教育について。 

 職員の資質向上と行政事務の評価についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 限られた財源と職員を最大限に活かし、効率的な行政運営を行うため、天城町人

材育成基本方針を策定しておりますが、令和２年度は環境省、沖縄事務所に１名、

大島支庁に２名、鹿児島県後期高齢者医療広域連合に１名、奄美群島広域事務組合

に１名、Ｂ＆Ｇ財団東京事務所に１名、計６名の職員を研修生として派遣しており

ます。 

 その他、職員研修としては、新規採用職員、新任係長、新任課長、予算編成、法

制事務等の研修も行っているところであります。 

 また、行政事務の評価ということにつきましては、本年４月、全事業総点検とい

うことで、各課にこれまでの行ってきた事業を総点検するということで、今現在、

取り組んできているところであります。 

 この全事業総点検に基づきながら、令和３年度の予算編成、事業計画等に反映す

ることができればというふうに考えております。その中には各課におきまして、点

検の視点、重点的に見直すべき項目等が点検項目としてありますが、そこら辺を検

討しながら事業の方向性を考えていきたいと考えております。 

 将来の天城町を託せる人材の教育についてということでありまして、教育行政で

ありますが、その中の教育大綱については、町長部局と教育委員会が一緒になって

行っておりますので、教育大綱については私のほうからお答えさせていただきます。 

 平成２７年に地方行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、新しい教育委

員会制度がスタートし、町長と教育委員会が教育行政について協議、調整すること

を目的とした天城町総合教育会議が設置されております。年２回実施しているとこ

ろでございます。 

 天城町総合教育会議においては、町長と教育委員会が天城町の教育について協議、

調整をし、教育の目標や施策の根本的な方針である天城町教育大綱を平成２８年に

策定し、町長部局と教育委員会が相互の連携を図りつつ、より一層民意を反映した

教育行政に努めているところでございます。 

 あとの教育行政につきましては、教育長のほうからお答えさせていただきます。 

 大きな５項目めの、しま・ひと・たから平土野港再生計画についてでございます。 
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 平土野集落活性化計画の進捗状況についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 平土野集落の活性化につきましては、空き家・空き店舗の意向調査、そして交付

金の活用など検討を行っているところであります。 

 本年度中に平土野商店街における景観整備の一環として、アートプロジェクトの

実施に向けて、商工会、そして集落と協議を進めておるところであります。 

 また、昨年、商工会に隣接する家屋を除却いたしましたが、その利活用として、

跡地をアスファルト舗装し、バスケットリンクを設置し、若者が集える場所にした

いと考えております。 

 大きな項目の６点目、行財政改革について。 

 各課における取組と今後の課題についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町の行財政改革については、第２次天城町行政改革大綱に基づいて、天城町集

中改革プランを策定し、毎年、行財政改革の検証、評価を行っているところであり

ます。 

 本年度はさらに、先ほど申し上げましたが、全事業総点検を行うなど、行政サー

ビスの向上と効率的な事務事業の推進、組織機構の再編に努め、引き続き行財政改

革に取り組んでいきたいと考えております。 

 行財政改革についての給食センターについては、学校施設の維持管理についてに

つきましては、また教育長のほうからお答えさせていただきます。 

 以上で、奥議員からのご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 続いて、教育行政についての教育振興基本計画についてと、それから行財政改革

についての中の構造改革特別区域法と給食センターについてと学校施設の維持管理

については、教育長のほうから答弁を求めます。 

○教育長（春 利正君）   

 奥議員のご質問、将来の天城町を託せる人材の教育について、その中の教育行政

について、その２点目、教育振興基本計画についてのご質問にお答えをいたします。 

 天城町教育大綱を基に教育振興基本計画を策定いたしました。 

 教育の視点としまして、まず、児童生徒の活躍できる環境をつくり、知徳体の調

和のとれた人づくり、次に、ユイの心をもち、社会の変化にしっかり対応できる能

力の育成。３つ目に子どもを地域で守り、育てる環境づくり。４つ目は、郷土の良

き伝統を掘り起し、風土に根ざした活力ある郷土づくりなど、４つを柱として基本

目標であります「世界雄飛と島担う人づくり」を目指し、教育活動を推進している
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ところでございます。 

 次に、教育行政改革について。 

 その２点目、構造改革特別区域法と給食センターについてとのご質問にお答えい

たします。 

 構造改革特別区域法とは、特別な事情に対応するための教育であると理解をして

おります。この法によって、一定の基準をクリアすることで、保育所への給食の実

施が可能であります。ただ、現在のところ、給食センターの施設を利用して実施す

ることは多くの課題があります。実施につきましては、今後、検討を重ねてまいり

ます。 

 次に、同じく行財政改革について。 

 その３点目、学校施設の維持管理についてのご質問にお答えいたします。 

 学校施設につきましては、各学校より施設の改善等の要望をあげていただき、現

地での確認作業を行った上で優先順位を考慮しながら、維持管理に努めているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（武田 正光議員）   

 引き続いて、質疑願います。 

○４番（奥 好生議員）   

 それでは、随時質問をしていきたいと思います。 

 まず、１項目め、均衡のとれた町土の形成を目指す施策についての１点目、デマ

ンドバス南部路線の利便性についてでございますが、今年度の施政方針の中にもデ

マンドバスにつきましては利便性を確保していきますというふうに述べられており

ます。 

 南部地区のデマンドバスと北部地区のデマンドバスの利用状況を見てみますと、

北部地区のデマンドバスのバス停は２６か所あります。そのうちの全てのバス停に

は単独のバス停標識が設置してあります。また、２６か所のうち１９か所には椅子

も設置してあります。 

 南部地区のデマンドバスのバス停は２０か所あります。そのうち単独のバス停標

識が設置されているのは３か所しかありません。残りは総合バスの標識に小さな標

識をくっつけてあるだけです。椅子はといいますと、３か所にしか設置してありま

せん。 

 北部地区と南部地区のこの利便性を比較してみますと、均衡のとれた利便性には

程遠いと思いますが、課長はどう感じておられますか、お尋ねします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   



－49－   

 お答えいたします。 

 北部地区のデマンドバスが、平成２５年から運行されてきております。先ほどあ

りました南部地区のほうについては、昨年の８月からということであります。 

 この北部につきましては、看板とベンチの整備については、その運行直後、同時

に整備したというふうに聞いております。 

 南部につきましては、先ほど議員のほうから看板設置が３か所ということでござ

いましたが、当部と三京のほうに５か所、看板のほうは丸い青い看板が設置されて

おりました。 

 ベンチのほうは単独では３か所、また北部と共有する停留所がございますので、

そこにも３か所あるということであります。 

 この南部につきましては、町の単独事業で、その看板とベンチを整備したという

ことであります。 

 私も南部地区のデマンドバスの停留所を見た際、なかなか分かりにくいというこ

とを思っております。 

 従来ある総合陸運バスの停留所の標識の支柱に時刻表が貼ってあるだけというこ

とと、ベンチについては県道沿いで本来設置しようとしたようでありますが、その

県道の歩道にベンチを置くということに対して徳之島事務所のほうとも協議したよ

うです。その際、夜間の暗い中でベンチがあると通行の妨げになると、危険を伴う

ということで、設置を見送ったようでございます。ただし、そこに防犯灯があれば

設置も可能だったのかなというふうに認識しております。そういったことから、や

はりデマンドバスの停留所がそこにあるという標識がないということは、利用人数

にも大きく影響しているんではないかなというふうに感じたところでございました。 

○４番（奥 好生議員）   

 バスを利用される方の多くは高齢者だと思います。高齢者に優しいまちづくりを

目指していただきたいと思います。 

 また、椅子の設置場所なんですけど、兼久集落は、ここは椅子が置けないような

場所はあんまり考えられないと思うんですよね。北部地区はほとんど置いています

よ、県道沿いに。もうちょっと徳之島事務所と交渉して、北部地区のベンチが置い

てある写真を持っていって、何で南部地区の兼久、あんなに広い舗道に置けないの

か、もう一回確認をしてください。お願いします。 

 最後に、町長に、この件についてお伺いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 私が就任して、１２月で間もなく２年になろうとしているかと思っております。 

 そういう中で、やはり今この高齢化の中でお年寄りの皆さん方に優しい町という
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ことで考えまして、南部地区については就任早々、大急ぎでというか、力を入れて

やりました。当然、その中にいろんな準備が足りなかった件もあったのかなと思っ

ております。 

 まずはバスを運行するということに力を入れてきたのかなと思っておりまして、

そこについて、またこのような形でしっかりと大きな流れの中でバスを利用される

方がしっかりと少し早めに来て、バス停で待つとか、そういったこともあろうかと

思っておりますので、これからまた順次、そういったことにも気を配っていければ

と思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 企画財政課長、ぜひお願いします。 

 続きまして、２点目、南部地区への住宅建設の進捗状況についてでございますが、

西阿木名集落については若干進んでいるように思いますが、６月議会でですか、当

部集落への住宅建設について議論しました。 

 今現在、当部集落の住宅建設に向けての進捗状況といいますか、どれぐらいの話

が進んでいるか、また、過去には用地交渉の担当部署は総務課であったり、建設課

であったりしていたようですけど、当部集落への建設についてはどの課が行うこと

になっているのか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 当部集落の住宅建設についてですが、正直言いまして、今のところ土地の提供の

情報は入っております。土地を購入とか、その場所の選定等、まだ進んでいるわけ

でございません。恐らく、当部に造る場合は町単独事業になるんじゃないかなとい

うふうに考えておりますので、我々のやっている事業とは別に、その単独でやれる

のであれば進めていけるものというふうに考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 この件について、町長に再度お尋ねしたいと思います。 

 いつ頃、この用地交渉に入る予定をお考えかお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 当部集落からは、住宅を造ってほしいという要望書が届いております。そしてま

た、もしそういうことであれば、また用地についてもしっかりと集落のほうで交渉

し、準備をしたいと、町が当然買うということになるわけですけども、そういった

ことまでやりたいということで提案も来ております。 

 私の中でこれまでの議会の中でありました単独事業について、単独住宅について、
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令和元年は兼久のほうに造りました。また令和２年は、今、中央のほうに造るとい

うことでやっておりますので、令和３年度の中でいわゆる町の単独住宅については

当部のほうに造っていきたいというふうに考えております。 

 その一つとしては、これまで限界集落と言われてきた集落でありますが、非常に

今、若い人たちがそこの空き家を活用して、Ｉターン、Ｕターンの方々がたくさん

住んできているという、そういう地域がこれまでの限界集落というものが一変した

形で非常ににぎやかな、そういった集落になってきております。やはりそこに一つ

住宅を造っていきたい。それからまた、これから当然想定されるであろう世界自然

遺産のところの、私はゲートウェイ、入り口だというふうに思っております。そう

いう中で、やはり今、あがりまたというところを中心として、またにぎやかになっ

ていますので、そういった観点から、町の単独住宅については考えていきたいと。 

 もう一つ私が、いわゆる天城町の大きな課題として税収というものが一つあるか

と思っております。そういう中で、集落としては９９．何％という税収率を、今、

当部集落はずっと維持してきております。やはりそのような金額はまたそりゃああ

んた大きい集落と小さい集落は全然比べものにならないと思うんですけど、そうい

う税ということに対して、非常に敏感で努力していただいている集落について、私

はそこに応えると、そういった姿勢はしっかりと持っていきたいと思っております。

そのために、令和３年度には町の単独住宅については考えていければなあというふ

うに私は今考えているところです。そのために、建設課に用地交渉の担当、建設課

のほうの予算に組むのか、また総務課に組むかというところなんですけど、西阿木

名は総務課のほうにたしか組んだと思っております。 

 そこについてはまた、いろんな忙しいとか、忙しくないとか、いろんなやり取り

があって、余りそこに縦割りとか横割りとかじゃなくて、やはりその地域にどうや

って貢献できるかということを中心に考えて、令和３年度の予算の中には反映でき

ればなあというふうに私は考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 よく分かりました。それでは、ぜひ当部集落における住宅建設の用地費あるいは

建設費については、令和３年度には確実に予算措置されるよう要望をしたいと思い

ます。 

 続きまして、２項目め、多面的機能支払交付金事業の運営について、各組織は規

約に基づく民主的な活動がなされているか。 

 本町には１３集落で構成された一広域組織と一集落単独組織の計２組織があると

思いますが、この２組織の今年度の総会が開催された時期をお尋ねします。農地整

備課長、お願いします。 
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○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 今回、コロナの関係で１集落のほう、１３集落広域のほうに入っているわけです

が、１集落のほうが若干遅れておりまして、広域のほうについては５月１５日金曜

日に総会のほうが実施されております。 

 この広域でない１集落については、総会資料のほうは発送を８月に実施している

んですが、その中で意思表示関係を議事について取らないといけないんですが、こ

の部分が取れていなかったことがございまして、いまだにまだ処理がされていない

状況があります。 

 そこで、８月２７日に、この１集落については代表、また副代表、あと改選前の

会計のほうを書記会計のほうに農地整備課のほうに来ていただきまして、指導、助

言のほうを実施しております。ここについては総会のほうの意思表示書面等を議事

に対する書面等を送って、それを取ってきてくださいと、そこの中で議事に対して

半数以上の同意があれば、オーケーがあれば、総会の議事のほうが議決されたもの

となりますので、そこら辺をしっかりやってくださいということで伝えております。 

 それと１３集落の広域に入っているメンバーのうち、規則のほうですが、この中、

規約のほうですが、この中が構成員のほうがこの１集落のことを若干違っておりま

して、他の１３集落のほうについては自治会、あとはスポーツ少年団、老人会、女

性団体等々が含まれているわけですが、この１集落について、農業者と小組合長さ

んで構成されているような形になっておりましたので、ここについても１３集落、

広域のほうと合わせてくださいということで伝えたところです。 

 それと事務的な部分ですが、書記会計のほうが変わっておりますが、ここについ

ても、新旧対照表をつくって、その構成員のほうには伝える必要がありますよと、

そこについてもスムーズに事務処理がなされるようにお願いをしてきたところです。

ここについて、しっかりと対応していただけるものと思っております。 

 それと、現在、１３集落の広域のほうと１集落のほうとの流れがちょっと食い違

いが出てきている関係上、来年、集落の中でちょっと協議をしていただいて、再来

年には広域の中に加わっていただけるような形で動いてくださいということでお伝

えしているところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 この単独組織は、昨年度も総会が１か月以上遅れておりました。 

 今年も少しどころじゃないですよね。署名決議をしますということで書類を構成

員に送ったのが７月２１日頃だと思っています。しかも、総会資料には構成員の名

簿が添付してありませんでした。広域組織は構成員の名簿はついていますか。 
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○農地整備課長（大久 明浩君）   

 広域のほうは１３集落ともについております。 

 この１集落のほうについては、農業者の氏名、あと５２名の名簿が２年前の名簿

があって、去年がちょっと抜けているような形だったものですから、ここについて

は今回来たときに、構成員の名簿のほうはちゃんとしっかりつけるようにというこ

とでお願いをしているところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 ２つの組織の監査はいつ実施されていますか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 広域のほうが、令和２年５月１日に監査のほうが実施されております。 

 その１集落については、総会の関係が案として担当のほうに来ておりますので、

その監査の時期的なものが手元に来ていない状況であります。 

○４番（奥 好生議員）   

 その総会資料を送られてきた方から見せていただきました。 

 監査年月日は平成２年６月１９日でした。会計年度終了は３月末日ですよね。４、

５、６、３か月近くも遅れているわけですよ。そこら辺についての指導はされまし

たですか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 大変申し訳ありません。そこについては私の総会資料のほうを見ていないもので

すから、そこについての指導は行っておりません。 

○４番（奥 好生議員）   

 同じく、今年の総会資料の決算書の中において、昨年の１２月議会ですか、私が

一般質問したときに数字の誤りがありました。その部分が、それの決算は３０年度、

今年は３１年度の決算、３１年度の繰り越しの金額の中に、その誤りの分が入って

こないといけなかったんですけども、今年の決算、去年の決算資料にはその金額も

入っていませんでした。こういう間違いもありました。それについては指導されま

したですか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 その件につきましては事前に連絡を受けておりましたので、８月２７日に来た段

階で、その決算資料については差し替えのほうをしてくださいということでお伝え

したところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 この総会資料の中に、今年は大事な役員改選もありましたけども、これも書面決
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議という形で新役員が決まっておりました。その中で、会計担当が今年度から変わ

っているようですけども、いまだに帳簿やパソコンの引き継ぎがなされていないよ

うですが、このことを担当課長は把握していますか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えします。 

 その件につきましても、事前に引き継ぎがなされていない部分は聞いておりまし

たので、８月２７日に農地整備課のほうで指導を行ったところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 先週の土曜日にもちょっと確認をしましたけど、まだ引き継ぎがされていないよ

うです。 

 担当課長にお願いします。これにつきましては、もうちょっと強い指導をお願い

したいと思います。 

 また、町長におかれましても、１３集落に対して、恥ずかしくないような単独組

織であってほしいと願っておりますので、行政におきましては、強い指導を再度お

願いします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この１３集落広域の中で動いているんですが、この１集落が今現在、広域の中に

入っていない状況であります。 

 ぜひ来年、協議をして、再来年には広域の中に加わっていただき、周りの１３集

落に併せた形の取組ができるように、これからちょっと強く指導していきたいと考

えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 この質問はこれで終わりたいと思います。 

 続きまして、３項目め、集落座談会の成果と課題について。 

 町民の声を聞き、町民の目線に立つ町づくりについて、集落座談会での集落要望

についての回答と、その後の対応について、町民の理解を得られない、対応がなさ

れていないような事例が、建設課への要望事項でも見受けられます。 

 予算が組めなくてできない場合でも、町民に納得できる形で説明しなければ、町

民に信頼されなくなると思います。 

 企画財政課長と建設課長は、この件についてしっかり区長に説明をするように要

請したと思いますが、企画財政課長と建設課長のお考えをお聞きします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 
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 集落座談会「む～るし語ろう会」については、例年７月、昨年は７月と８月の開

催でございました。その中で、集落から集落としていただいている要望等の結果に

ついて報告をしたり、また、当日その場で受けた質問と、そういったものについて、

また後日、役場内で回答を調整いたしまして、区長に配付で回答するということと

なっております。 

 今、奥議員がおっしゃいました瀬滝集落における集落座談会での意見に対する町

側の回答として、令和２年度には実施するというふうな回答があった中で、ちょっ

と実施ができていないということかと思っております。 

 本当にこういったところについては、十分庁舎内に、役場内においても、意見を

しっかりと確認して、回答に努めているところでありますが、そのようなことで、

いまだ令和２年に入っても半年過ぎますが、我々のほうからはその修正した回答に

ついてはまだ集落のほうにはお返ししていないという状況でございます。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 我々建設課には要望等多々あります。なかなかその中で実施できているかといえ

ば、実施できておりません。ここはもう正直に言います。そこまでの予算がついて

いるわけでもありませんし。 

 我々が３０年度から、その環境事業に該当する事業というのを３件、３１年度に

おいて５件、令和２年度において現在のところ５件という中で、議員の地元でも

３地区か４地区ぐらい実施をしております。 

 その中である事案だと思いますが、私たちも次年度の予算として上げますけども、

緊急性があったり、そういうつもりで町民のほうには応えているつもりではありま

すが、そこら辺を精査しながらさせていただきたいと、私はやりますということは

言っていないと思うんですが、答えのほうにそういうふうに書いてありました。 

 やりますというのは、私は返事をできないというふうに、その座談会の中では思

っておりますので、そういう答えを出したような気持ちはないんですが、気持ち的

には対応していきたいなという考えはございます。まあ、待ってください。 

○４番（奥 好生議員）   

 建設課には、大変各集落から要望がおることは知っております。大変ご苦労され

ていると思います。ただ、企画財政課と建設課のほうで連携を取って、集落にこう

いった回答、意見の取りまとめというのが来ていまして、その中に令和元年８月に

現場を確認しました。来年度の地方改善事業にて整備を計画していきたいですとい

うふうになっているんですね。これをその関係者もこれを見て期待をしていたわけ

なんですね。なかなかやる気配がないものだから、区長を通して私に確認してくれ
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と来たものですから確認をしましたところ、こういう結果だったものですから。 

 そうであれば、早めに話せば分かります。だから、集落の区長にでも、こういっ

た事情でというふうな説明をぜひお願いしたいと思いますので、これからもよろし

くお願いします。 

○議長（武田 正光議員）   

 建設課長どうですか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 まず、中で答えは丁寧に探していきたいというように思っております。集落、地

方改善事業、本年度からこの議会の補正のほうに入れてあります。皆さんの議決が

得られれば実施していけるものなんですが、各地区要望が多いもんですからそれで

やろうとは思ってはおりました。急遽必要な場所が出てきまして、今回はそこに回

ってしまったという状況であります。そこら辺を丁寧に説明してなかったのは汚点

であったというようには反省はします。また、企画財政課からそのような返事はさ

せていただきたいというふうに思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 続きまして、４項目めの将来の天城町を託せる人材の教育について、１点目職員

の資質向上と行政事務の評価について、現場の一人一人には与えられた業務がある

と思います。ただ単に前任者がやっていたことだけをしていないか、時間があると

きに法令等を確認しながらやっているか。課の中において、課長や補佐を中心にそ

れぞれの業務の進捗状況や前年度の評価を実施しているか、この２点が非常に気に

なっております。このことについて、総務課長にお尋ねをします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 天城町人材育成基本方針平成１７年に策定をされております。昨年、今年３月定

例議会、この場で議論がなされました。それを受けまして、今年７月１日には、今

の時代に遡行したものとして一部修正、また追加をしてきております。これは我々

職員、しっかりと行政サービスを停滞なく、そして町民の皆さんの安心、安全な暮

らしをつくるための指針になるものだと考えております。 

 そういったところで、午前中の大澤議員からのご指摘やご質問の中でもありまし

たように、やはりしっかりと我々が町民目線で町民の皆様方に対してしっかりと親

切丁寧に接していかなければならないと考えておりますし、一部いたらない不備な

ところについては、我々課長自ら、そして指揮、指導をしていきたいと考えており

ます。 

 今年度、先ほど町長の答弁にもございましたが、これまで従前の事業、長年やり
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ながら効果がなかなか見いだせなかったもの、いろんな中で大なり小なりあるわけ

ですが、全事業総点検ということで１回目、各課課長を中心に洗い出しをしており

ます。これをさらにまたしっかりとしながら、来年度の予算に反映させていきたい

ということで、これまでの従前の予算の組み方を少し一歩踏み込みながら、町政運

営につなげていけたらと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 続きまして、２点目、教育行政についてでございますが、将来の天城町を託せる

人材とはどのような人材を想定しているかというと、課長さん方に聞きたいと思っ

たんですけど余り時間もないようですので、私の考えを述べたいと思います。 

 将来の天城町を託せる人材とは、我が町の発展に何らかの形で貢献できる人材を

育てることではないかと思っております。先日、伊仙町に行く機会が２回ほどあり

ました。犬田布集落の県道沿いに、祝鹿児島県環境林務部長○○氏就任おめでとう

ございますという大きな横断幕がかけられております。伊仙町にとっては、県との

つながりが太くなり、行政運営、即ち町民サービスも今まで以上に円滑に進むもの

と思います。この方は大変優秀で、以前は垂水市の副市長も努めていると思います。

そういった方が伊仙町にはいるということです。県庁に。また、以前は大島支庁長

にも伊仙町出身がおりました。まちづくりは人づくりから始まると言います。そう

いう意味において、教育は非常に重要な政策の一つであると考えます。そこで本庁

の教育大綱作成についてお尋ねします。総務課長と総務課長補佐は、この大綱をつ

くるときに教育基本法に基づいて文部科学省がつくられた教育振興基本計画、また

鹿児島県がつくりました教育基本計画、こういったものを参考にして熟読したこと

があるのかどうか、ちょっとお聞きします。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 目は通しました。ただ、これを設置したとき、作成したときは、私も総務課長補

佐も別の部署におりましたので、よろしくお願いいたします。 

 今、ご質問のあったものについては、目は通してあります。 

○総務課長補佐（中村 慶太君）   

 すみません。総務課長と同じく、この教育基本方針等には目を通しております。 

○４番（奥 好生議員）   

 ２点目の本町の教育振興基本計画について、教育委員会の総務課長、同じ質問で

すが、文部科学省のつくったやつ、それから県がつくったのを目を通されましたか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 申し訳ございません。私は１月の移動で来ておりますので、この作成時点で他部
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署に在籍させていただいておりますので、この分については目を通しておりません。 

○４番（奥 好生議員）   

 私がお尋ねしたいのは、教育委員会の総務課長に４月１日に来られてからでも遅

くないんですよ。教育委員会の総務課に教育委員会の基本的な事項ですので、そう

いう職務に当たったらすぐこういった法令は見ないと、仕事ができないわけなんで

すよね。私がこの前、教育大綱と教育振興基本計画の中には、ちょっとこの何て言

うのかな、内容が釈然としないところがあるということを話しましたけども、結論

から聞きますね、これについて、修正あるいは訂正は考えておりますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 この部分につきまして、私も熟読させていただきました。内容等がやはり合わな

い部分があると思いますので、今後、この部分、教育委員の先生方を中心に、また

教育委員会のほうで修正をさせていただきたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 以前、春教育長の先生にお願いしまして、鹿児島大学の先生と教育文化振興の町

について、二、三年間研究していただいたことがあるんですけども、できれば来年

度あたり予算措置をして、そういった専門家も交えて教育文化の町ですので、その

基本と柱となるこういった政策について、もうちょっと研究をしてしっかりしたも

のをつくっていただけないか、お尋ねしたいと思います。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えをいたします。 

 議員さんからありましたように、平成２５年度、それから２７年度にかけて、天

城町教育文化の町、推進計画を作成をいたしました。それに従いまして、先ほど教

育大綱についてありましたけども、これやはりこれまでの法律に従いながら、柱を

４つ立てて作成を教育委員会と一緒になってつくりました。その教育大綱をもとに

教育振興計画、これはまた４つの柱にしまして立てていますけども、先ほど課長か

らありましたように、内容については同じ内容になっているというのは否めないん

です。それをこれから少しずつ内容を充実させていきたいと考えております。 

 今、私たちがその計画をもとにして、一番取り組んでいるのが行事、それから授

業等のＰＤＣＡサイクル、これをもとにして評価をしながら改善を図って、いろん

な行事、そして授業の充実を図っていきたいとそういう考えを持っているところで

ございます。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。３時１５分再開します。 



－59－   

休憩 午後 ３時０７分 

─────────── 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○４番（奥 好生議員）   

 先ほどの教育行政についてでございますが、地教行法、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律の改正に伴いまして、町長にも教育行政についての責任がついて

いるものと思います。この教育大綱、教育振興基本計画策定につきまして、町長の

お考えをお聞きします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 やはり教育の究極の目的は、将来を担う人材をどうやって私たちはつくっていく

かという、そういう責務があるということだと思っております。そのために、これ

までは、ややもすると、教育委員会のほうで教育というものはやってきたわけです

けども、やはりそこには、相対的な意味で行政、町長がそこに一緒になって教育と

いうものをタッチしていくという趣旨の中で、今回この法律が改正されたものとい

うふうに考えております。そういう私たち、町長と教育委員会、将来の子供をどう

やって育成していくか、将来の天城町、日本を担う子供たちをどうやって育成して

いくかということについて、一緒になって取り組んでいきたいと。そのような形で、

年２回総合教育会議ということで、机を囲んで教育委員会と一緒になって、本町の

抱えているいろんな課題について意見交換、そういったものをしていくわけであり

ますけども、それが実効性のあるものとしてしっかりと機能をしていくように、私

は努めていきたいと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 続きまして、５項目め、しま・ひと・たから平土野港再生計画について。 

 平土野集落活性化計画の進捗状況について。 

 施政方針の中では、平土野港多機能港湾基本構想を基に、平土野港だけでなく周

辺整備にも取り組んでまいりますとなっております。今年の３月に策定しました基

本構想における平土野集落活性化計画の中で、まず、今年度中に実施の方向で進め

ている事業は何点かあると思いますが、示していただきたいと思います。企画財政

課長にお尋ねしますが、お願いですけども、あまり長々と答弁しないで、簡潔明瞭

に、この事業をやりますとだけでもお願いをいたしたいと思います。よろしくお願

いします。 
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○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 作成しました、しま・ひと・たからの平土野港再生計画の基本構想に基づいて、

平土野港湾につきましては、期成同盟会を設立して、今後、国や県に要望していく

ということであります。 

 平土野集落につきましては、町長の答弁にもありましたが、景観整備の一環とし

て、アートプロジェクトを実施したいというふうに考えております。既に商工会で

すとか、あとは、平土野集落のほうからそのような問合せもあり、今、実施に向け

て調整をしているところであります。 

 また、商店街の空き店舗調査を８月の３日から行いました。対象となる店舗

１１か所を一応聞き取り調査いたしまして、９件回答がございましたが、うち６店

舗の方が賃貸したいという意向でありましたので、そういったことをまた今後、借

り手を募ったりして、少しでも平土野の集落の商店街の活性化に向けて動いていき

たいと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 ぜひ平土野活性化につきましては、もう以前からずっとこの問題を行政も取り組

んでいますが、なかなか目標が見えない、そういう中において、一歩一歩少しでも

着実にできるものから実施をしていっていただきたいと思います。 

 続きまして、６項目め、行財政改革について。 

 １点目、各課における取組と今後の課題について。 

 全課長・局長にお聞きしたいと思いましたけども、ちょっと時間が延びそうでご

ざいますので、会計課長と水道課長にちょっとお尋ねします。 

 私、会計課長時代、会計課というのは、現金と大事な伝票を扱うとこであります

ので、室内をきれいに整理しまして、過去１０年間分の伝票は全て２階のほうに、

総務課が管理していた書庫に、もう年度と款項目節が分かればすぐ取り出せるよう

に整理をしたことがあります。課の中においても、窓側のキャビネットの上には何

も置かないようにしてあったんですけども、最近、ファイルボックスがずらっと並

んでいるんですね。聞いてみますと、伝票を入れる書棚が壊れているらしいんです

けど、そこら辺りはすぐ修繕をしていただきたいと思いますが、どう考えています

か。 

○会計課長（上原 富一郎君）   

 お答えいたします。 

 会計課のほうの窓側のほうのところに今、書類がいっぱい並んでいるのは事実で

す。早急に棚の下のほうを整理しまして、中のほうに収納をしたいと思います。 
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○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 水道課は、本年度に簡易水道から上水道へ移行しまして、現在運営されておりま

すが、補助事業の採択基準があり、現在その補助事業の導入ができない状況であり

ます。そういうことから、本年度中に水道事業運営審議委員会等を開きまして、早

急に事業導入が図れるように今進めているところでございます。 

○４番（奥 好生議員）   

 水道課につきましては、以前から私も気になっておりましたけども、以前、担当

に聞いたけども、そういったデータはないということだったんですけども、今、本

町の水道事業については、自然流水ですよね。水源地からろ過池まで水引っ張って

きて、ろ過して配水池に入れる。原水を取水する場所と、ろ過した配水池のためま

すがあると思うんですけども、地下の中に。そことの標高の差ですね。このデータ

がなければ、今後の水道事業にやっぱりこれが大事だと思うんですけど、そこら辺

りしっかりと把握していただきたいと思うんですけど、どうですかね。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えします。 

 以前、その件で奥議員からそういう質問があったということを伺っております。

それちょっと資料をもらってあるんですが、今日ちょっと手元にないもんですから、

また今後提出をしたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 ２点目の構造改革特別区域法と給食センターについてでございます。 

 現在、保育所における食事の提供は、原則その保育所で作ることが決められてい

るようでございます。特区認定を受ければ、給食センターからの搬入も可能であり、

また、一保育所から他の保育所への搬入も可能なようでございます。いろいろな方

式が可能なようですけども、新給食センター建設に向けてメリット・デメリット等

を調査してみてはいかがでしょうか。長寿子育て課長と教委総務課長にお尋ねをし

ます。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 先ほど教育長先生のほうからの答弁がありましたけども、これにつきましては、

長寿子育て課と連携を取りながら、前向きに検討を進めていきたいと考えておりま

す。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 
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 議員のおっしゃるとおり、構造改革特区制度において給食センター、公立保育所

における給食の外部搬入方式の容認ということで、他の市町村では事例等もあるよ

うでございます。しかしながら、これについては、細々としたクリアしなければな

らない点もあろうかと思います。議員がおっしゃいますとおり、メリット・デメリ

ットもあるものと思っておりますが、保育所につきましては、もう長いところでは

４０年を過ぎて、新しいところでももう４０年を迎えようかという時期に来ており

まして、建て替え等も話を進めていかなければならない時期に来ておりますので、

ぜひ教育委員会と、この問題についても検討をしてまいりたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 参考までに、直近での特区認定は、令和元年８月に、岐阜県の郡上市、香川県の

綾川町などが認定をされているようでございます。参考にして調査、協議をお願い

したいと思います。 

 ３点目の学校施設の維持管理についてお伺いします。 

 各学校には校務分掌があると思いますが、どうでしょうか。総務課長にお尋ねし

ます。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 校務分掌を備え付けております。 

○４番（奥 好生議員）   

 この校務分掌の中には、学校の設備、あるいは備品、そういったものの修理・管

理、そういったものの役割はちゃんと入っていますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 その中に位置づけております。 

○４番（奥 好生議員）   

 教育委員会と各学校との連携は図られていますでしょうか。年何回ぐらいこうい

う協議されて、記録簿等ちゃんとありますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 次年度予算時点で各学校から要望等を頂きまして、その分を予算計上、検討をさ

せていただいて予算計上をしています。その後、随時補修等が出る分につきまして

は、担当及び私が各学校を訪問して、適時適切に処理するように行っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 最近、天城小学校の道路側のフェンスが新しくなっています。天城中学校の県道
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側のフェンスは大分年数がたっていまして、傾いていて、ロープで補強しているよ

うにも見えます。新設の計画があるのか。また、そのフェンスには「大島地区指定

の指導方法改善研究協力校、１０月８日研究公開」と書かれた横断幕が張られてい

ますけども、教育文化の町宣言という割には、ちょっと小さいような気もしますけ

ども、総務課長、どう思いますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 天城中学校の分につきましては、私も何度となく通るとき、また、実際確認をし

ております。今現在は、仮の補強をさせていただいております。今後は、予算等ま

た皆様に承認を得ながら、補修・改修の方向に進めさせていただきたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 来年度の予算要求は、忘れないで要求をお願いしたいと思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、奥好生君の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号５番、昇健児君の一般質問を許します。 

○５番（昇 健児議員）   

 町民の皆様、こんにちは。早速ですが、先般通告しました４項目４点について質

問をいたします。 

 １項目め、福祉行政について。 

 その１、少子化対策について。 

 ２項目め、教育行政について。 

 その１、Ｂ＆Ｇ及び総合陸上競技場周辺の照明設備、また競技場トラック内の芝

生の管理について。 

 ３項目め、自治行政について。 

 その１、各集落の組織運営について。 

 ４項目め、水道行政について。 

 その１、水道管の施設更新計画について。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対して、答弁を求めます。 

 森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、昇議員のご質問にお答えいたします。 



－64－   

 １点目、福祉行政について。その１、少子化対策についてということでございま

す。お答えいたします。 

 本町では、少子化対策ということで、少子化対策児童養育助成事業、保育料の無

償化や出産祝い金の支給等を実施し、対策をしているところでございます。 

 また、今年度からは、これまで中学校３年生までの医療費助成を高校３年生まで

に拡充した児童医療費助成事業の実施や、保育所等を利用せず在宅で育児を行う世

帯に対し、対象乳幼児一人につき月額５千円を支援する在宅育児支援金交付事業等

を実施し、少子化に対して対策をしているところでございます。 

 ２点目の教育行政については、教育長のほうからお答えさせていただきます。 

 ３点目、自治行政について、各集落の組織運営についてということでございます。

お答えいたします。 

 ご案内のとおり、各集落の運営につきましては、区長を中心に組織されており、

自治運営がなされております。 

 区長及び小組合長につきましては、集落の円滑な運営と町行政に係る刊行物の配

布や広報活動を行っていただくため、令和２年度からは業務委託契約を締結し、そ

の業務の遂行をお願いしているところでございます。 

 ４点目、水道行政について。水道管の施設更新計画についてはということでござ

います。お答えいたします。 

 水道管の施設更新につきましては、現在、天城町水道ビジョンを策定中でありま

すが、その中で、管路及び施設の耐震性の強化が必要不可欠なため、ビジョンに基

づき順次更新に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、昇議員の質問に対してお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 次に、教育行政について、Ｂ＆Ｇ及び総合陸上競技場周辺の照明設備、また競技

場トラック内の芝生の管理について、教育長の答弁を求めます。 

○教育長（春 利正君）   

 昇議員のご質問、教育行政について、その１点目、Ｂ＆Ｇ及び総合陸上競技場周

辺の照明設備、また競技場トラック内の芝生の管理についてのご質問にお答えをい

たします。 

 天城町Ｂ＆Ｇ海洋センター及び総合陸上競技場周辺の照明設備につきましては、

３８基の外灯があります。そのうち、１０基はＬＥＤ照明に変えてあります。残り

２８基につきましては、今後、計画的にＬＥＤ照明に変えていきたいと考えており

ます。 

 また、競技場内の芝生の管理につきましては、年間管理作業計画に基づき管理を
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しているところでございます。 

○５番（昇 健児議員）   

 ただいま１回目の答弁をいただきましたが、引き続き質問をしてまいりたいと思

います。 

 少子化対策についてですけれども、まず、近年の出生数の動向について教えてく

ださい。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えいたします。 

 出生数ですが、平成２７年が４８人、２８年が４９人、２９年が５５人、３０年

が３８人、３１年が４３人、トータルで２３３人となっております。 

○５番（昇 健児議員）   

 ありがとうございます。今、確認のために聞きましたが、私が資料を基に調べた

ところ、３０年前と比べて約３０人程度減っているようです。総人口または出生年

齢人口も減少しておりますので、その影響を受けての減少と思っております。です

が、近年、人口のほうは減少しているにもかかわらず、出生数が５０人前後で推移

し、平均すると下げ止まっているように感じます。これも国・県・町による子育て

世代への様々な支援の成果だと思っておりますが。 

 それで、現在、国のほうで合計特殊出生率一人の女性が一生の間に産む子供の数

なんですを上げようと一生懸命取り組んでおりますが、昨年度の国の出生率は１．

３６人。４年連続少しずつ下がっているようです。そんな中、人口を維持するため、

目標は２．０７と設定しているようですが、天城町においての昨年の出生率と目標

値ありましたら教えていただけますでしょうか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 合計特殊出生率でありますが、今時点、国のほうが公表しております出生率、平

成２０年から２４年までの数値になりますが、天城町においては２．１２となって

おります。目標につきましては、また調べてご報告させていただきます。 

○５番（昇 健児議員）   

 私のほうでちょっといろんな資料を見ますと、天城町、常に２．０は超えている

ようで、２９年度は２．６３、３０年度が２．３幾つだったような気もしますが、

徳之島は子宝の島ということで全国的にも発信していますので、町の資料には現状

維持、２．３人を目標ということではないかもしれませんが、そのようなことが書

かれているように感じたんですが、簡単なことではないですけれども、目標は高く

持って、子宝の島という、そういう名称に恥じないような数値、個人的には３くら
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いにしてもいいんではないかと思っておりますが。 

 あと、国のほうで少子化の原因である２つの要素ということでありまして、１つ

目が、未婚化・晩婚化・晩産化の進行とあるんですが、これは天城町にも当てはま

ると思うんですが、これについては後ほど触れたいと思います。 

 ２つ目に、結婚しても理想の子供の数を持てないとありますが、その要因として、

子育てや教育にお金がかかり過ぎる、また、子育てと仕事の両立が困難とあります。

この問題については、徳之島の場合、都会などと比べると通勤時間も短いですし、

お金のほうも大学へ行かせるとなると同様にかかりますが、高校までは手厚い支援

もあり、割とゆとりを持って子育てができる地域ではないかと思っております。 

 そこで、最近では転入者数も増えているように見えますが、自然増減数死亡者数

と出生者数による増減による人口減は仕方がないと思いますが、社会増減数これは

転入者数と転出者数による増減ですけれどもどのような状況になっているのか、教

えていただければと思います。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えします。 

 今、手元にある資料が、４月からの転入と転出、８月までとなっております。

４月から８月の間、転入者数は１０５名、転出者数は１７５名となっております。 

○５番（昇 健児議員）   

 私のほうでいろいろ資料を引っ張り出していろいろ見てみたんですが、その中で

は、近年では、それが昨年３１年度なのか今年度なのかはちょっと、たしか昨年度

ぐらいだったと思うんですが、社会増、要は、転入者のほうが転出者を上回ってき

ていると、そのようなことが書かれておったんですけれども、それで、その辺は今、

確認はできないとして、増えているということでお話を進めていきますが、転入者

がもし増えている要因として、世界自然遺産登録を目指す中でのメディアの影響が

あったり、子育てしやすい環境も整いつつあるということもあると思いますけれど

も、いずれにせよ、まあ課長の今の答弁では確認はできませんでしたが、確かに状

況のほうは、Ｉターン者とか、または若い世代のＵターン、こういったものも増え

てきつつあるように見えます。状況が変わりつつあるということは非常に喜ばしい

ことと思っておりますが、転入者の中でも、島外から来られる方、例えば、Ｕター

ン者の配偶者やＩターン者などは、地域に溶け込むまで仕事のことや住居のこと、

いろいろな困り事が出てくると思います。こういった方々のサポート体制というも

のはどのようになっていますでしょうか。いろいろな支援等サポートあると思いま

すが。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   
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 お答えいたします。 

 議員の皆様方にも４月に、まち・ひと・しごと創生総合戦略の冊子をお配りしま

した。その中にまた、人口ビジョンという冊子もございます。先ほどのやり取りの

中で、転入・転出の推移とかも、あと、自然増減の出生・死亡数の推移というのも

載っております。 

 また、今ご質問のＩターンとかＵターン、その方々に対する支援策ということで

ありますが、今まさしくふるさと創生室のほうで、移住定住についてはいろいろ取

り組んでいるところであります。 

 そういう中で、新婚さんが天城町に、本町に引っ越す場合は１５万円の生活補助

金があったり、また、都会で暮らしていて実家にＵターンしてくる方が自分の実家

をリフォームすることに対しても、補助等をつけております。今、空き家バンク、

こういったものも今、充実させようということで、積極的に家主の方に接触したり

して、空き家バンクへの登録、そしてまた、空き家改修事業等もございますので、

そういったものの活用、そういった形で、建設課の公営住宅の整備と併せて、そう

いった空き家対策、こういったものにも今、力を入れているところでございます。 

○５番（昇 健児議員）   

 都会と比べると収入も減るでしょうし、いろいろな不便もある中、移住してくれ

るわけですから、来てよかったと思えるよう、先ほど今いろいろなサポートがある

というようなことをお聞きしましたが、そういうしっかりとしたサポート体制をお

願いしたいと思います。 

 あと、子ども・子育て支援事業計画を見ますと、様々な支援事業がありますが、

支援を必要とする方が数多く利用できるように、町民が分かりやすい形での周知を

いただければと思います。 

 それじゃ、未婚化・晩婚化・晩産化についてですけれども、資料を見ますと、本

町においては、全国と比べて女性は未婚率が低く、男性は高くなっております。

３５歳以降の未婚率が女性は１０％、男性は約３０％となっており、圧倒的に女性

が足りない状況にあります。中には結婚を望んでいない方もおられるとは思います

が、未婚率を下げることにより、出生率もおのずと上がると思いますが、この件に

つきまして、町としてどのような認識なのか、また、未婚者の結婚希望をかなえる

ための支援などは検討をされていないのかお聞きしたいと思います。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほどのまち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、まさしく基本目標の３つ目の

項目「子ども、家族に、地域に優しい子育てを実現する」ということの基本目標の
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第１番目に、希望の結婚・妊娠・出産・子育ての実現という項目を掲げているとこ

ろであります。 

 こういったものをつくるに当たって、昨年の８月にアンケートを実施しておりま

す。そのアンケートの結果、未婚・晩婚が増えている理由についてということにつ

いて一番多かったのが、「異性と知り合う機会がないから」というのが３４．２％、

あとは、「独身の自由さや気楽さを失いたくない」、いわゆる結婚をしたくないと、

そういう人が３０．９％等となっておりました。そういうことから、まずは、異性

と知り合う機会がないということが多いということに対しては、今後いろんな場で

そういったイベントを通じて、男女の知り合うきっかけづくりに持っていけたらと

思っております。そういう中で、社会教育課の中ではございますが、連合青年団と

かそういった組織、また商工会、そういった組織の方々にお願いをしたりして、そ

ういったイベントを開催して、婚活に特化したイベントではなくても結構かと思い

ます。従来やっているスポーツイベント、こういったものを通して、女性が、男性

が多く集まるような場を設ければ、おのずとそういった知り合う場面ができるのか

なと思っております。 

 それと、また計画の中では、結婚コーディネーターの人材育成、招聘、確保とい

う項目もございます。そういった意味では、そういったコーディネーターの方にお

願いして、あんまりオープンの形ではなく、あまり人に知れないような形で、そう

いった結婚コーディネーターの方がうまく調整してくれるような組織づくりができ

ないかなというふうにも考えております。 

 以上でございます。 

○５番（昇 健児議員）   

 今、説明、課長のほうからもありましたが、天城町まち・ひと・しごと創生総合

戦略には、結婚のきっかけとなり得る交流の場をつくるとともに、結婚支援の専門

的人材による支援を推進します、また、結婚後の生活を応援するため、新婚夫婦へ

の経済的支援を行います等あります。こういった支援をぜひ行いながら、また、今、

課長のほうからもありましたが、私個人的にも、前にも一度こういったことで質問

もしておりますが、そういったことと併せて、今ありましたスポーツイベントです

ね。こういったものは、誰でも参加しやすい、そういったものがいいと思うんです

が、特に女性の方々が参加しやすい、例えば、ミニバレーとか、テニスとか、そう

いったものがいろいろありますが、こういったものの開催することによって、イベ

ントでの交流もありますが、その後の、やはりイベントをすると、チームで出ます

と、その後、反省会と称して飲み会もほとんどの場合しますので、そういったとこ

ろが、また交流の場となるというふうなことも考えられますし、また、飲食店業の
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活性化というものにもつながってくると思いますので、いろいろと、いろんな方法

あると思いますが、ぜひ人口を維持するため、また、天城町の活性化のためには解

決していかなければいけない課題だと思いますので、最初はやはりなかなかうまく

いかないと思うんですが、まず、思い切って取りかかって、少しでも前に、いろい

ろ改善、やってみて改善しないといけないところも多々出てくると思いますけども、

そういったものも、ところを改善していきながら、少しずつ前に進めていただきた

いと思います。 

 この件は、これで終わりたいと思います。 

 次に参りますが、続きまして、教育行政、Ｂ＆Ｇ及び総合陸上競技場周辺の照明

設備、また競技場トラック内の芝生の管理についてですけれども、先ほど３８基中

１０基は取替えで、今後は、残り２８基については計画的に取替えをするというこ

とですけれども、まず、取り替えた照明、ＬＥＤですね、の照明については、場所

的には塩害のある場所だと思うんですが、その照明については、現在ついている照

明だと大分さびも入っているようですけれども、見てみると。今度つけたＬＥＤの

照明については、そういった対策というか、塩害に強い材質なのか、その辺をお聞

きしたいと思います。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 今、ＬＥＤ化されているものもあるんですけれども、まず、お答えする前に、す

いません。台風９号の影響で漏電か何かということで、先週の金曜日から今ついて

いなくて、業者のほうにはお願いしているんですが、調査中でございます。 

 先ほどご質問にありましたＬＥＤ化ですけれども、塩害に強いものをやはりつけ

ていて、既存の使える塔ですかね、支柱。支柱は使いながら、そこにさびにくいも

のをやっていきたいと考えております。 

○５番（昇 健児議員）   

 そうですね。経費節減のためにも、支柱のほうはしっかり残っておるようですの

で、見てみますと、それも活用して切り替えておるようですので、ぜひそういった

形ですすめていただきたいと思います。 

 残りの２８基なんですが、順次計画的に取り替えていくということなんですけれ

ども、その計画的にというのが何年かかかるのか、それとも、一年で、一年ではな

いと思いますが、一、ニ年ぐらいでやられるのか、どうでしょうか。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 正確な期間はちょっとできませんけれども、水銀が、水銀灯の生産販売が終了い
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たしますので、早急にもう本当一、二年の間にはＬＥＤ化に変えていかないといけ

ないと思っております。この辺は、町財政課、財政の担当のほうと協議しながら、

早急に変えていきたいと考えております。 

○５番（昇 健児議員）   

 財政との相談もあると思いますが、できるだけ早急にしていただければいいかな

と思います。 

 あと、同じ照明の件なんですが、夜間にもテニスができるよう照明を設置してく

れないかという要望が以前からあるんではないかと思っているんですけれども、よ

り社会人にテニスを楽しんでもらうため、また町民の健康維持のためにも私個人的

には設置する価値もあるんじゃないかと思うんですが、この件につきましては、町

としてどのようにお考えでしょうか。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 テニスコートの照明の件ですけれども、先般硬式テニス連盟さんのほうから要望

が上がっております。ここになぜその照明をつけるかと申しますと、スパークのほ

うで使えはするんですけれども、スポーツ合宿等がありまして長期間使えない期間

がありまして、中学校のテニスの練習だとか、あと一般の練習のためにどうしても

つけていただけないかという要望がございました。 

 今、社会教育課のほうでは、去年からずっとそれを計画を取り組んでおりまして、

今、ｔｏｔｏ申請できないかとか、そういったもので計画はつくっているところで

あります。今後、準備をできましたら、また財政のほうに相談しに行きたいと思っ

ております。 

○５番（昇 健児議員）   

 スパークのほうはちょっと頭になかったんですが、その辺も利用が少ないのに多

額のをかけてということは、また何て言うんですかね、やっぱり費用をかけるんで

あればそれなりの利用計画というか、相談しながらどういう形で使っていくのかな

ど、そういったのも確認しながら、先ほどの話と関わりますけれども、一般の別に

テニスは経験者でなければできないようなスポーツでもないと思いますので、そう

いう一般の方々も興味を持つようなイベントをもったりとか、また先ほどの結婚支

援というか、出会いの場とかそういったものにもやり方によっては使えるんではな

いかなと思いますので、その辺などはまたテニス連盟というかソフト、硬球もある

と思うんですが、そういったことも話し合っていただければなと思います。 

○議長（武田 正光議員）   

 町長の答弁を求めます。 
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○５番（昇 健児議員）   

 はい。 

○町長（森田 弘光君）   

 実は昨年の予算の中で、前の課長のときだったんですけど、そのテニスコートの

夜間照明について要請があったんですね。そうしましたら、それをその教育委員会

から上がってきたあれで、何ちゅうんですかね容量ちゅうんですかね、それをちょ

っと専門的な見地から調べてみたら、とてもじゃないけどそのスポーツに耐えうる

ような明るさと言うんですかね、ではないということでした。そういう中で、もっ

としっかりしたものを建てないといけないんではないかということの中で、今、運

動公園の再整備を進めているんですが、その中で事業として捉えられないかという

ことで建設課のほうで検討してくれんかという話をしてあるというところで、私の

ほうではもう今のところ終わっているんですね。もし、どうしても建設課のほうが

今の事業をやっていますよね。あの中でできないか、まあ事業的に難しいというと

ころであれば、やっぱり今のような形でテニスコート、今、社会人もよく使ってい

ますし、また中学校のテニスクラブもよく使っているというのを認識していますの

で、そこら辺の事業化の中で難しければ、やはりまたそういった対応はしていかな

いといけないんではないかというところが私の中であって、ちょっと建設課のほう

であの事業で導入できないかというところで、今、私のところで終わっているもん

ですから、ちょっと建設課。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 今現在の我々の公園の事業ですが、公園長寿命化事業といいまして、今まであっ

た施設が使えなくなった場合に更新をするという事業でありまして、テニスコート

のほうに今まで照明がありましたよちゅうのであれば、更新は可能であります。 

 また、この事業は３３年までで公園を継続的に管理していくんであれば、また違

った事業を取り入れれば可能性があるとは思っております。ですが、今の事業では

今までなかったものの更新はできないという事業であるということです。 

○５番（昇 健児議員）   

 そういう何かの事業に乗せられれば一番いいことだと思いますが、その辺はいろ

いろと調べたりして、使えるものがあればぜひ使っていただきたいなと思います。 

 今、ちょっと建設課のその施設の話があったのでついでなんですけれども、遊具

が完成したと思うんですが、その回りというんですかね、その下というか、ここに

ついては前みたいな芝生もうあれで完了なんでしょうか。芝生があるといいのかな

と思ったりもしたんですが、どうでしょうか。 
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○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 現在、完成したのはメイン遊具が完成したことで、ちょっと子供たちを遊ばせて

オープニングみたいなことをやりました。ですが、この事業に関しましてはまだ完

了ではございませんで、まだ本年度引き続き遊具の設置をしていきます。 

 最終的には、議員のおっしゃるように安全性を考慮して芝生とか、そこら辺の植

え込みはしていきたいというように考えて、まあ最終的に完了に向けて、これから

も事業が継続であります。 

○５番（昇 健児議員）   

 それぞれいろいろな意見があると思うので、いろんな方々の意見も聞きながらそ

のまま砂がいいのか、芝生がいいのか、その辺は意見を聞きながら、ぜひ検討して

いただきたいなと思います。 

 テニスコートのほうはそういう事業が使えるのか、または使えない場合どうする

のか、またあちらのほうは３面コートと１面コートとこう分かれていますけども、

全てつけたほうがいいのか、３面コートだけが使えるようにしたほうがいいのか、

その辺はまたぜひいろいろ検討していただきたいなと思います。 

 では、芝生の管理のほうにいきたいと思うんですけれども、この質問を出したの

も、まずそのトラック外側の芝生のほうが見た感じ青々としていて、元気があるよ

うに外側のほうが中より見えるんですが、芝生の種類、いろいろ日本芝、洋芝の中

でもいろいろあるようですけれども、種類が違うんでしょうか。もしわかりました

ら。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 総合運動公園の陸上競技場に貼ってある芝生がティフトン芝という芝になります。

これの最大のポイントが回復力の速さです。植えた当初、ちょっと白く剥げている

ように見えたと思うんですが、この芝の特徴は刈り込みをすればするだけ横に張っ

ていって、密度を増すという特徴を持っております。ちなみに、国立競技場でも使

われている芝生になります。 

○５番（昇 健児議員）   

 ティフトンというと洋芝になりますよね。 

 今、説明を聞きますと、私が見たときは去年の夏でしたかね。グラウンドゴルフ

大会があったときに、そのときに結構芝が元気がなくて、石もごろごろ小石が結構、

芝が元気がないもんですから結局石が目立つわけですよね。そういう中で、真剣に

ボールを打ってもあっちにはねたりこっちにはねたり、運任せみたいなそういうな
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ところがあったので、これが管理不足なのか、それとも時期的なものなのか、そう

いったところは分からなかったんですけれども、その辺のことをせっかくあれだけ

の事業をしていい競技場になっておりますので、ぜひそのグラウンドゴルフファン

のためにも、ぜひいろいろ管理の仕方とかネットとかでもありますので、調べて水

やりとか肥料も時期によって入れるようなことなども書かれていましたけれども、

ぜひその辺は計画的に元気な芝生になるように、またグラウンドゴルフが気持ちよ

くできるように、ぜひ管理していただくよう要請したいと思います。 

○議長（武田 正光議員）   

 昇議員。しばらく休憩します。 

休憩 午後 ４時１４分 

─────────── 

再開 午後 ４時２５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 先ほどの答弁で、後刻答弁を申し上げるということでありましたが、森田課長、

答弁。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 先ほど、昇議員のほうからご質問がありました特定出生率、特殊出生率について

ですが、目標値については特に出生率での目標値というのは設定はされておりませ

んが、まち・ひと・しごと創生総合戦略において、出生数としては、令和６年度に

は５５人ということで目標値が設定されているところであります。（発言する者あ

り） 

○議長（武田 正光議員）   

 調査して間違っているようだったら、また答弁をしてください。 

○５番（昇 健児議員）   

 では、次の項目に移りたいと思います。３項目めの各集落の組織運営についてで

すけれども、現在集落の運営組織の役員として区長をはじめ、小組合長、婦人会長、

老人会長、青年団長、子供育成会長、または民生委員など多々ありますけれども、

最近は共働きも多く、後継者不足で困っている集落も多いのではという思いがある

んですが、月１回区長会開かれていると思うんですけども、この区長会などでこう

いった集落内で困っている事例、または相談、そういったことはないでしょうか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 毎月１回、区長連絡協議会定例会を行っております。 

 各集落での課題であるとか困っている点ということでありましたが、よく聞くの



－74－   

は各集落で設置運営をしている防犯等の集落区費に占める割合ですね。そして、今、

議員からありましたいろいろな役割の担い手が難しくなってきているということは

聞くことがあります。 

○５番（昇 健児議員）   

 私のほうが特に気になったのが小組合長なんですけれども、小組合長の仕事とい

うと月１回区長会のときに各集落長さんへ渡される町または各団体からの配布物、

これの配布ですね。そして区費やその他各種団体の集金業務と思っておりますけれ

ども、この件数の多い小組合の中でも少ない件数の小組合さん、または多い、様々

だと思うんですけれども、この件数の多い小組合長への報償費、報酬というんです

かね、報酬については、安すぎるんではないかと思っています。資料をいただいて

見てみますと、受け持つ戸数が１軒から１５軒の小組合長さんに対しての報酬が

６千円ですけれども、最大で５９軒というところもありましたが、受け持つ組合長

さんに対しての報酬が８千円となっております。２千円しか違わないんですが、こ

の報酬については、どのような考え方というか計算方法でこのように決められてい

るのか、教えていただけますでしょうか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 ただいま、小組合長報酬についてご質問がございました。 

 この月額報酬、長いこと改定はされておりません。今、議員がお話されたように、

１軒から１５軒が月額６千円、そして段階的に上がっていくわけでありますが、

４６軒以上、一番多いところで８千円ということで、これは長い間据え置きの状態

のままであります。 

 今年から、会計年度任用職員の同様に法の改正に伴って各集落、区長と業務委託

契約を締結をさせていただいております。ですので、この小組合長報酬につきまし

ても、集落のほうと委託契約をし集落のほうから支給するという形でありますが、

その改定については、また他の類似市町村、そういったところもまた再度調べたり

しながら、検討させていただきたいと考えます。 

○５番（昇 健児議員）   

 小組合長さんなどから話を聞きますと、いろいろ配布物なども昔はなかったとこ

ろから急に入ってきてどんどん増えていったり、また集金のほうも不在で、結局何

度も行かなきゃいけなくなったりとか、本当に大変な思いをされている方々もいら

っしゃるようですけれども、例えばこの計算の仕方として考えたんですけれども、

水道料金や電気料金のように軒数に関係なく一定の基準額を決めて、今は最低６千

円となっていますが、それは６千円がいいのか、また少し下げて基準額としてやる

のか、そこは、今、お話あったようにほかの類似を見ながらでいいと思うんですけ
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ども、そこから軒数にばらつきが凄いありますので、その軒数に応じて１軒当たり

幾ら。私のほうで個人的に２００円くらい妥当じゃないかというような思いもある

んですが、として報酬額を決めるとか、そういう形のほうが苦労する分、報酬がい

ただけるとそういったことで納得のいく形になるんじゃないかと思うんですけれど

も、そういった考え方についてはいかがでしょうか。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 ただいま議員から戸数に応じた報酬の考え方ということでありました。 

 また、一概に戸数掛ける幾らという方法もあるでしょうが、いろいろとまた実情

に応じて、今後やはり話し合いをさせていただきたいと考えております。 

○５番（昇 健児議員）   

 ぜひ、そうしていただけると思います。 

 中には後継者が見つからず、責任感から断ることもできず、何年も忙しい中頑張

っておられる方もいると思います。そしてこれから先、高齢化が進み、子育て世代

も子育てをしながら共働きをしながら、こういったこともやっていかなければいけ

なくなってくると思います。町民がいきいきと幸せに生活するためにも、こういう

細かいところにもぜひ耳を傾けて対応していただくよう要請しまして、最後の質問

にいきたいと思います。 

 ４項目めの水道管の施設更新計画についてですけれども、まず町内の水道管の状

況についてお聞きしたいと思います。古い管は埋設後何年くらい経過しているのか、

また漏水などは起きていないのか、お聞きしたいと思います。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 現在、埋設されております水道管の埋設年数ということです。 

 導水管につきましては、２０年から約４０年、今、経過している状況でありまし

た。あと配水管と送水管につきましては、約４０年古いので、もうほぼ４０年たっ

て経過しているという状況でございます。 

○５番（昇 健児議員）   

 その当時は、塩ビ管、ＶＰ、塩ビ管だと思うんです。１００とか７５とかこうい

ったものが入っていると思うんですが、その耐用年数というんですかね、そういっ

たものは何年ぐらいなんでしょうか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 導水管といいまして、河川から浄水場まで引っ張っているタイプのことですけど、

これが耐用年数が５０年となっております。あと送水管、浄水場から県道を通って
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いっているパイプが、これが４０年。それから枝が家庭に出ているんですが、それ

も一応耐用年数が４０年となっております。 

○５番（昇 健児議員）   

 もうそろそろ替え時が来ているというようなことだと思うんですけれども、国の

ほうでも耐震性のある管への更新を進めているようなことを新聞で見たんですけれ

ども、その内容を見ますと鹿児島県は特に全国の中でも低い水準のようですけれど

も、この耐震性のある管、これがどういったものであるのか、また天城町において

はその耐震性のある管の設置率はどの程度なのか、またその具体的なこの先の計画

についてありましたら教えていただきたいと思います。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 現在、天城町で布設されているパイプは、全てほぼＶＰ管が布設されていると思

います。あと一部ですけど、鋳鉄管これが配水用に使われている箇所が何か所か、

修理するたびにたまに出てきてそのときに判明するということで、ちょっとどれぐ

らいの距離あるかというのはちょっと把握しておりませんが、一部あると思われま

す。 

 あと今後、その耐震化に備えてパイプの更新をしないといけないんですが、水道

管管路耐震化等推進事業というのがございまして、天城町では、今、水道料金が全

国平均で１千５５３円まで料金を１０トン当たり上げないと、その事業が採択され

ないということで、天城町は、今、１０トン当たり１千１６０円なんですよね。そ

れで、約４００円水道代を上げないとその補助事業ができないということで、今年

度中に審議委員会を開催して、上げる方向でちょっと検討したいと、今、思ってい

るところでございます。 

○５番（昇 健児議員）   

 今、出てきた話で、もうちょっとお聞きしたいんですが、現在が１千１６０円の

ものが１千５５３円。 

○水道課長（張本 康二君）   

 これが全国平均です。 

○５番（昇 健児議員）   

 これは全国の平均ですね。これは今年度そういう協議会を立ち上げて、できれば

来年度からということでしょうか。もし上げるのであれば。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 本年度中に審議委員会を開催いたしまして、本年度中に料金を上げられないかと
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いうふうに思っておりまして、来年からこの水道ビジョン１０年計画となりますが、

それに年次的に施設の更新、配管の更新等、年次的に計画をいたしまして、早急に

しないといけないところから順番で計画して実施していきたいとそのように思って

います。 

○５番（昇 健児議員）   

 分かりました。そうしないと事業が行えないということですね。 

 先ほどの話に戻しますが、全て更新となると相当な距離もありますし、相当な事

業費になると思います。ですが、上水道事業と言うんですかね、今年度からなって

いると思うんですが、これからの、今、水道料金上げないと事業もうできないとい

うことでしたけれども、これからの事業の負担金は、今までは３分の１でよかった

と思うんですが、全ての事業がもう３分の２負担になるということなんでしょうか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 先ほど言いましたこの耐震化の事業ですけど、補助ですが３分の１となっており

ます。国の補助事業です。 

○５番（昇 健児議員）   

 ３分の２負担ということで、負担も増えて事業費も大きくなりますので、早急と

いうわけにはいかないと思いますが、先ほど課長のほうからもありましたが、工事

をしていますとたまに昔の鉄の管、鋳鉄管というんですかね、なども見られて見て

みますともう相当さびていてもろい状態になっています。ちょっとした振動でさび

が剥がれて漏水するような、そういうような状況に見えたんですけれども、それは

もう本当に昔の管も現在使われているという状況もありますので、財政のほうとも

相談しながら長期的な計画をしっかり立てていただいて、これが何年後になるか分

かりませんが、計画的に事業を進めていただきたいなと思います。 

 先ほど水道料金を上げなければというような話もありましたが、以前ちょっと何

かで見たんですが、料金を上げるのであれば盗水対策とか、またはいろんな例えば

漏水が起きてもすぐ管、現状ですとどこで漏水が起きているのか探したり、または

その見つかってもそれの元を止めるそういったものを探すのに非常に手間取ったり

することがあると思うんですが、そういったものの対策としても大島、奄美のほう

でしたかね、何て言うんですか、メーター自体を地中ではなく上に露出して、そこ

から配線をもっていってされているような市町村もあるというようなことも聞いた

んですが、そうすると、今言ったようなことも解消できるんじゃないかなという思

いがあるんですが、そういったことについてはどこかで聞かれたり、または視察等

ご存じないでしょうか。 
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○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 今、言われました漏水箇所調査をする。役場のほうでどこで漏水しているか確認

できるようなシステムというのは、見たことあるんですが、そのほかの家庭、そう

いうのはちょっと私聞いたことがないですね。そのような、ちょっと聞いたことは

ございません。 

○５番（昇 健児議員）   

 確か奄美大島のほうだったと思うんですが、ちょっとはっきりは言えないんです

が、そういった事例もあるようですので、それも先々そういった対策として、そう

いった方法もあるというようなことをもしどこかで調べることなどできましたら、

ぜひ見ていただきたいなと思います。 

 水道事業については、いろいろ改善というかやることもいっぱいあると思うんで

すが、ぜひいい計画を立てて実施していただくようお願いしまして、私の一般質問

を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、昇健児君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 明日は、午前１０時から開会いたします。 

 本日は、これで散会します。 

散会 午後 ４時４８分 
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